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序　文
　

　

　国分寺市は、平成 26 年度に市制施行 50 周年の節目を迎えました。市制
を施行した翌年の昭和 40 年度からは、国指定史跡武蔵国分寺跡 附東山道
武蔵道跡の公有化事業に着手し、現在に至るまで事業を継続して実施して
います。その結果、現在までに史跡の公有化率は約 73％にまで達していま
す。国分寺市の文化財保護の歴史は、史跡の公有化事業とともに歩んでき
た 50 年と言えるかもしれません。
　このようななか、首都近郊にあって武蔵野の面影を残す住宅都市として
発展を遂げてきた市では、周知の埋蔵文化財包蔵地内における土木工事が、
最近 10 ヶ年は年間約 170 ～ 180 件前後で推移してきています。これらの
中には事前の発掘調査を必要とする工事があり、市内では、これまでに約
800 箇所を超える地点で調査が行われています。こうした調査の積み重ね
が、市の歴史解明に大きく寄与してきたことはいうまでもありません。
　平成 25 年度は、個人住宅建築に伴う本発掘調査を７件、賃貸・分譲住
宅等建設に伴う確認調査を３件、遺跡の範囲及び性格を探る目的で実施し
た調査１件の、合計 11 件に及ぶ発掘調査を行いました。調査の詳細は本
書に譲りますが、武蔵国分寺に関わる古代の大型掘立柱建物や、恋ヶ窪遺
跡・殿ヶ谷戸遺跡では旧石器時代・縄文時代の生活の痕跡が確認されました。
本報告書が地域の歴史解明に向けての一助となりましたら望外の喜びです。
　最後になりましたが、発掘調査から出土品等整理作業・報告書刊行に至
るまで、多大な御協力を賜りました事業者の方々はもとより、御指導を頂
きました関係機関・各位に対しまして、心より御礼を申し上げます。

平成 27 年３月 31 日

国分寺市教育委員会
教育長　松井　敏夫
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例　言

１．本書は、東京都国分寺市において、平成 25 年度に国分寺市教育委員会が国庫補助事業として実施した
　市内遺跡の発掘調査報告書である。調査対象遺跡は、個人住宅建設に伴う本発掘調査、および集合住宅等
　建設・遺跡の性格把握を目的とした確認調査で、６遺跡 11 地点である。

２．発掘調査（平成 25 年度）および出土品等整理作業・報告書作成作業（平成 26 年度）にかかる経費は、
　文化庁の「国宝重要文化財等保存整備費補助金」を得て実施した。費用の負担割合は国 1/2、東京都
　1/4、国分寺市 1/4 である。

３．発掘調査・出土品等整理作業は、国分寺市教育委員会が調査主体となり、国分寺市遺跡調査会（会長：
　坂誥秀一）に委託して実施した。

４．発掘調査・出土品等整理作業・報告書作成作業は、下記のメンバーが従事した。
　中道　誠・上敷領　久・依田亮一・増井有真（平成 26 年度）・中元幸二（平成 25 年度）
　　（以上、国分寺市教育委員会ふるさと文化財課史跡係）
　井口正利・井上　翔・岩崎　洋・梅宮　誠・大塚敦子・小野祐子・大羽正子・桂　弘美・神田将志・
　小池和彦・佐藤　令・島田智博・瀬尾晶太・相馬しのぶ・高崎修吾・平塚恵介・廣瀬真理子・藤崎　努・
　細野貴志・松本隆志（以上、国分寺市遺跡調査会）
　青山達夫・伊藤直美・高橋より子・山口啓子（以上、国分寺市シルバー人材センター）
　梅山伸二・小此木ヒサエ・梶木義治・上村雄三・佐々木義身・田中康敬・藤野敬文（以上、国分寺市ふる
　さと文化財愛護ボランティア）　

５．本書の編集・執筆は、坂誥秀一調査団長の指導のもとで、上敷領　久・中道　誠・依田亮一が担当し、
　執筆分担は次の通りである。
　上敷領　久　　第１章、第２章第１節・第２節・第３節（３・４）、第３章
　中道　誠　　　第２章第３節（２）の遺構
　依田亮一　　　第２章第３節（１）、（２）の遺物観察表
　河野礼子・梶ヶ山真里　　第２章第３節（１）の出土人骨

６．本書の挿図・表等の作成は、マイクロソフト社「ワード」・「エクセル」、アドビ社「イラストレーター」・
　「フォトショップ」・「インデザイン」等の各ソフトを使用した。

７．出土品や各種図面・写真類は、一括して国分寺市教育委員会で保管している。

８．発掘調査・出土品等整理作業・報告書作成作業では、下記の方々から御指導・御協力を賜った。
　安食和憲・大戸ゆい・大戸　亮・金子健一・金子トミ・栗原慎一・齋藤和憲・宍戸安惠・白木智子・
　冨永卓男・永澤シズ・株式会社藤木工務店東京支店・株式会社ブレーンウッド・
　大和ハウス工業株式会社武蔵野支店・森永建設株式会社　
　荒井健治・池田　治・伊藤敏行・岩田尋湖・内田和伸・江口　桂・岡崎完樹・大八木謙二・小川　望・
　木村吉行・久保田　尚・黒尾和久・黒尾大地・合田恵美子・酒井清治・桜井準也・佐藤　信・渋江芳浩・
　鈴木　誠・武川夏樹・塚原二郎・冨澤　好・永澤較一郎・永田史子・中山真治・野口　舞・野澤　康・
　野田憲一郎・服部哲則・廣瀬真理子・藤井恵介・星野亮雅・松井敏也・山下信一郎・湯瀬禎彦
　文化庁記念物課・東京都教育庁地域教育支援部管理課埋蔵文化財係・国分寺市文化財保護審議会・
　国分寺市史跡武蔵国分寺跡保存整備委員会・国分寺市遺跡調査会調査研究指導委員会・
　独立行政法人国立科学博物館人類研究室（順不同・敬称略）
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凡　例
１．国分寺市では、№ 10・19 遺跡である武蔵国分寺跡（僧尼寺）の広大な範囲を統一して調査するため、局地座標系を用いている。

　　座標原点は僧寺伽藍中軸線を基準に、金堂中心の北 26.276 ｍの中軸線上の点（コンクリート埋設）である。僧寺中軸線は、真北か

　ら７°07′01″、磁北から０°37′01″それぞれ西偏する。この座標原点を中心に象限をⅠ～Ⅳに大別し、中心点からの距離をＮ・Ｓ・Ｅ・

　Ｗで表す。さらに、本文中および図面のグリッド表示の数字は、南と西に接する基準線に与えた記号の組み合わせにより呼称する。東

　西基準線はアルファベット２文字で表す。１文字目は原点をＡとし、60 ｍごとにＢ・Ｃ・Ｄ…とふり、２文字目はその内を３ｍごと

　に 20 区に分けＡ～Ｔとふっている。南北基準線は数字で表し、原点を０として以下東西ともに３ｍごとに１・２・３…とふった。

　　なお、遺跡記号はＭＫ（武蔵国分寺の略）にⅠ～Ⅳの各象限を続けたものに、調査次数を付して表示している（図１参照）。

２．上記以外の市内遺跡の座標は世界測地系の第９系を用いている。ただし、その基準点は平成 23 年３月 11 日の東北地方太平洋沖地

　震の影響を受けて変動しているが、従来の測量成果簿を使用している。

３．国分寺市域で用いる層位区分は、表土（Ⅰ層）下の黒褐色土を黒色味が強い上層（Ⅱ層）と、ローム層への漸移層である下層（Ⅲ

　層）に細分している。そのため、黒色土をⅡ層、Ⅲ層以下をローム層にあてる、一般的な武蔵野台地上の遺跡における層序区分とは呼

　称が若干異なっている。本書で報告する調査対象地は、武蔵野段丘面と立川段丘面とに存在するが、堆積土層は下記のとおりほぼ共通

　した層序区分を示す（図２参照）。

　Ⅰ層　表土。近～現代の盛土、および耕作土。層厚 30 ～ 50㎝。

　Ⅱ層　黒褐色土。粒子が粗い。締まりはやや弱い。粘性は弱い。古代～中世の遺物を包含し、古代の遺構覆土に似る。層厚約 10 ～

　　　　15㎝だが、市内では削平されていることが多い。

　Ⅲａ層　黒褐色土。粒子はやや粗い。粘性はやや弱い。層厚約 10 ～ 15㎝。同層上面が本来的な古代の遺構確認面であるが、Ⅱ層と

　　　　　類似した土質であることから、この下層において遺構を視覚的に検出することが多い。

　Ⅲｂ層　暗褐色土。Ⅲａ層より明るく、褐色味が強くなる。軟質で粘性はやや弱いが、Ⅲｃ層に近づくに連れて粘性が強くなる。縄

　　　　　文時代中期の遺物を包含する。層厚約 30 ～ 40㎝。

　Ⅲｃ層　茶褐色土・暗黄褐色土。縄文時代早～前期の遺物を包含する。ローム層への漸移層で、赤色スコリアを多量に含む。層厚約

　　　　　10 ～ 15㎝。

　Ⅳ層　黄褐色土。ソフトローム。Ⅴ層との境は凹凸が激しい。層厚約 15 ～ 25㎝。

　Ⅴａ層　黄褐色土。ハードローム。色調によってａ・ｂの２層に分けられる。下層にいくに従い黄色味が薄くなり灰褐色味を帯びてくる。

　　　　　その色調は漸移的に変化する。赤色・黒色スコリアを多量に含む。部分的にⅤｂ層と中間の色調を有する部分がある。

　Ⅴｂ層　暗灰褐色土。ハードローム。色調はⅤａとⅥ層の中間。

　Ⅵ層　暗褐色土。立川ローム第一黒色帯。スコリアは細かく、全体に粒子緻密。やや粘性を増す。

　Ⅶ層　黄褐色土。黄色味が強く、明るい。Ⅷ層へは漸移的に移行し、境界はやや不明瞭。削るとジャリジャリする（ＡＴ層）。

　Ⅷａ層　褐色土。立川ローム第二黒色帯。Ⅶ層下部に似て、やや暗くなり始めるところから本層とし、削るとジャリジャリする。

　Ⅷｂ層　暗褐色土。立川ローム第二黒色帯。より色調が暗くなる。粒子が細かく、緻密で粘性がある。

　Ⅷｃ層　暗褐色土。立川ローム第二黒色帯。緻密で粘性が強くなる。

　Ⅷｄ層　Ⅷ層からⅨ層への漸移層。

　Ⅸ層　黒褐色土。立川ローム第二黒色帯。より黒色味が増し、細粒で下部にいくに従い緻密で、粘性が強くなる。下部の５～ 10㎝

　　　　はⅩ層の影響からか明るい部分もある。

　Ⅹ層　黄褐色土。粒子極めて細かく、緻密で粘性のあるローム土。

４．調査における写真記録は、原則２種類の 35㎜フィルム（カラーポジ・モノクロネガ）とデジタルカメラを併用して行った。また、

　場合によっては中判フィルム（モノクロネガ）にて撮影した。

５．図面については、全体図は１/100、遺構平面図は１/20、断面図は１/20 で記録している。

６．調査地点位置図・遺構図面は、図面上が座標北を示す。縮尺は適宜スケールバーで示した。調査地点位置図は縮尺を１/2,500、土層

　断面図および柱状図の縮尺は１/40 に統一した。

７．遺跡名については，№ 10・19 遺跡以外の調査については、Ｋ（国分寺の略）に遺跡番号を続けたものに次数を付して表示している。
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　　　（図１）武蔵国分寺跡の調査基準線　　　　　　 　（図２）国分寺市内の基本層序

８．遺構は遺跡ごとにほぼ発見順に連続番号を付し、下記の遺構記号を冠して表示する。また、縄文時代の遺構は遺構番号末尾に J を付

　し、P は遺構記号の後ろに J を付して歴史時代の遺構と区別している。

　　SB：掘立柱建物　　SI：竪穴住居　　SD：溝　　     SK：土坑　    　  SF：道路　      　SX：性格不明遺構

　　SZ：土坑墓　　　　P：小穴　　　 　ST：石器集中部（ユニット）　　SR：礫群

９．遺物は、各調査において種別毎に連続番号を付し、下記の遺物記号を冠して表示する。

　【歴史時代】土器類（PH：土師器、PK：須恵器、PL：土師質土器、　PT：中近世陶器）

　　　　　　  瓦塼類（KA：鐙瓦、KB：宇瓦、KC：男瓦、KD：女瓦、KH：塼）

　　　　　　  石製品（GL：砥石）

                        金属類（MA：銭貨銅製品、MM：釘鉄製品）

　【縄文時代】土器類（JB：早期前半、JE：中期前半、JF：中期後半）

　　　　　　  石器類（AG：打製石斧、AM：抉入磨石、 AT：剥片）

　【旧石器時代】石器（FL：剥片、FM：破片、FN：叩き石、FR：台石、FY：原材）

10．遺物の縮尺は次のとおりに統一し、適宜スケールバーで示した。また、写真図版についても、おおむね下記のスケールに統一している。

　　土器類：１/ ３、瓦：１/ ４、鉄製品：１/ ２、縄文時代石器：１/ ３、旧石器時代石器：１/ ３

11．遺物の記述については一覧表とし、原則として図面番号順に列記してある。遺物観察表における法量のうち、完存しているものは

　括弧なしで全長数値を表し、（　　）は残存数値、（（　　））は復元数値を表す。「－」は計測できないものを表す。　　　　
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第１章　埋蔵文化財行政のあらまし

  国分寺市は、通称「ハケ」と呼ばれる国分寺崖線を境として、地形的に北と南に分けられています。国分

寺崖線は、古多摩川が武蔵野台地を 10 万年以上の歳月をかけて削りとって形成された河岸段丘の連なりを

指し、東西の長さは約 30km にわたります。北と南の標高差（崖高）は 10 ～ 20 ｍをはかります。崖面に

は樹林や湧水などの豊かな自然環境が見られ、この崖線上を武蔵野段丘、崖下を立川段丘と呼んでいます。

立川段丘は約４～５万年前に形成されましたが、本多谷・殿ヶ谷戸谷・さんや谷・恋ヶ窪谷のようにいくつ

もの溺れ谷が残っているため、崖線下から湧く水はこれらの谷を通って集まり野川となります。こうした起

伏に富む豊かな自然環境のもと、野川を中心に市内には人類が日本列島に住み始めた旧石器時代以来の生活

痕跡が多く残されています。そして、奈良時代には、市名の由来となった武蔵国分寺が国分寺崖線を背にし

て建立されました。

　先人がこの土地に残した遺構や遺物（埋蔵文化財）を保存・活用し、現在を生きる私たちの文化的向上に

役立てていくことは大切なことです。「文化財保護法」（以下「法」という）では、国や地方公共団体に対し、

遺跡である「埋蔵文化財を包蔵する土地」（以下「包蔵地」という）を的確に把握し、周知の徹底に努める

ように求めています（法第 95 条第１項）※１。国分寺市では、現在 58 か所の包蔵地が確認されています。

そのうち、武蔵国分寺跡の中枢部周辺と、東山道武蔵路の一部については、国の史跡に指定されています。

　包蔵地の範囲内で土木工事を行う場合には、埋蔵文化財保護の観点から、法に基づいて着手しようとする

日の 60 日前までに届出（法第 93 条第１項）※２、もしくは通知（法第 94 条第１項）※３を行う必要があります。

届出（通知）は国分寺市教育委員会を通して東京都教育委員会に進達され、工事が埋蔵文化財に与える影響

を考慮して必要な措置が都から届け者に対して指示されます。

　市内では、地表からおよそ 40 ～ 100㎝下に遺構が眠っており、工事がこれより深い場合は埋蔵文化財の

保存に影響が及ぶ可能性があります。その影響が軽微な場合には、市職員の立会のもとに工事を行います（立

会調査）。埋蔵文化財が壊される可能性があると判断される場合、遺跡の状況を探る確認調査を行い、その

結果、事業者と協議の上でやむを得ず開発により遺跡を壊すことになった場合には、事前に記録保存調査を

行います（本調査・事前調査）。その費用については原因者に負担をお願いしています。

　国指定史跡（武蔵国分寺跡 附東山道武蔵路跡）内で工事などによって現状を変更する場合については、
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【文化財保護法】抜粋（昭和 25 年５月 30 日法律第 214 号・最終改正　平成 23 年５月２日法律第 37 号）
※１　（埋蔵文化財包蔵地の周知）第 95 条第１項　
　国及び地方公共団体は周知の埋蔵文化財包蔵地について、資料の整備その他その周知の徹底を図るために必要な措置の実施
に努めなければならない。
※２　（土木工事のために発掘に関する届出及び指示）第 93 条第１項
　土木工事その他埋蔵文化財の調査以外の目的で、貝づか、古墳その他の埋蔵文化財を包蔵する土地として周知されている土
地（以下「周知の埋蔵文化財包蔵地」という。）を発掘しようとする場合には、前条第１項の規定を準用する。この場合にお
いて同項中「30 日前」とあるのは、「60 日前」と読み替えるものとする。（調査のための発掘に関する届出、指示及び命令）
第 92 条第１項
　土地の埋蔵されている文化財（以下「埋蔵文化財」という。）について、その調査のため土地を発掘しようとする者は、文
部科学省の定める事項を記載した書面をもって、発掘に着手しようとする日の 30 日前までに文化庁長官に届け出なければな
らない。
※３　（国の機関等が行う発掘に関する特例）　法第 94 条第 1 項
　国の機関（中略）が前条第 1 項に規定する目的で周知の埋蔵文化財包蔵地を発掘しようとする場合においては、同条の規
定を適用しないものとし、当該国の機関等は、当該発掘に係る事業計画の策定に当たって、あらかじめ文化庁長官にその旨を
通知しなければならない。
※４　（現状変更等の制限及び原状回復の命令）第 125 条
　史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可
を受けなければならない。ただし、現状変更については維持の措置（中略）、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微
である場合は、この限りではない。

文化庁長官の許可を受けなければなりません（法第 125 条）※４。また、同工事によって地下を掘削する場

合は、さらに埋蔵文化財発掘の届出もしくは通知の提出が必要となります。

近年の埋蔵文化財の届出（通知）は，おおむね約 170 ～ 190 件で推移してきましたが，平成 24 年度で

は 200 件を超え，平成 25 年度も同様に 200 件を超えました。平成 25 年度における史跡の現状変更許可

申請書（法第 125 条）は，武蔵国分寺跡史跡整備工事の市立歴史公園整備事業に伴う国分寺市教育委員

会が申請したものです。平成 25 年度における発掘調査の指示は 14 件ありましたが，次年度に行った調

査が 3 件あったため，調査は 11 件となっています。

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

①民間企業

②公共機関

③事前調査

④確認踏査

⑤試掘調査

⑥遺構確認調査

事業者負担
による調査

学術的調査

土木工事等
に伴う調査

補助金に
よる調査

93条

94条

125条

計

調査

※平成24年度届出・通知のうち93条２件，94条１件は事業中止。

平成21年度 平成25年度平成24年度平成23年度平成22年度 指示内容内訳

事前調査

確認調査

立会調査

慎重工事

件数 割合

第１表　届出・通知および調査件数 第２表　届出・通知の指示内容と割合

第３表　発掘調査面積の推移（単位：㎡）
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　なお、国分寺市では現在、法第 125 条の申請に基づき、史跡武蔵国分寺跡（僧寺）の規模や配置、構造

を追究し、歴史公園整備のためにとしての開園を目指して事前遺構確認調査や工事を進めています。また、

こうした文化財を保護し、後世に伝えていくために、発掘調査以外にも文化財の調査成果の公開、普及活動

など様々な事業を行っています。発掘調査によって出土した土器や瓦は、武蔵国分寺跡資料館や文化財資料

展示室（市立第四中学校内）、国分寺駅に隣接する駅ビル CELEO のショーウインドウ（８階）などで展示を行っ

ています。また、刊行した報告書や普及書は資料館や図書館、市役所オープナー等で閲覧することができます。
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④

③

②

①

平成 21 年度を除き、平成 22 年度よ
り調査面積の減少傾向は続いていま
す。同時に開発工事による発掘調査
件数も減少しており、特に平成 25
年度は 11 件と近年最も少ないもの
で、民間の大型開発に伴う発掘調査
はありませんでした。また、公共事
業としては都立小金井特別支援学校
仮設校舎の建築に伴う事前調査を
行った結果②が増加しています。本
書では③・④にあたる国庫補助金支
出の調査成果をまとめています。

第３図　発掘調査面積の推移
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　　藤井恵介　東京大学大学院工学系研究科教授（建築史）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　信　東京大学大学院人文社会系研究科教授（古代史）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井清治　駒澤大学文学部歴史学科教授（考古学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松井敏也　筑波大学芸術系世界遺産担当准教授（保存科学）

－事務局－　　　　　　　　　　　　　　事務局長　　島﨑進一　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局員　　豊泉早苗　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課文化財保護係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局員　　熊木正好　国分寺市遺跡調査会

－調査団－　　　　　　　　　　　　　　団　　長　　坂誥秀一　立正大学名誉教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任調査員　依田亮一　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課史跡係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調  査  員　　上敷領久　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課史跡係主任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中道　誠　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課文化財保護係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増井有真　国分寺市教育委員会ふるさと文化財課史跡係　　　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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第４表　平成 25 年度届出・通知一覧（１）

93条 本町4-25　他1件 ガス 立会調査
93条 東元町4-3-19 ガス 立会調査
93条 南町1-12-9 集合住宅 立会調査
93条 西元町2-18-30 個人住宅 立会調査
93条 東元町4-3 水道 立会調査
93条 南町1-9-15 分譲住宅 確認調査
93条 西元町3-1-2 個人住宅 立会調査
93条 東元町3-33 分譲住宅 立会調査
93条 東元町3-33 水道 立会調査

93条 西元町3-18-8 ガス 立会調査
93条 泉町3-2647-3 個人住宅 立会調査
93条 西恋ヶ窪1-8-42 個人住宅 立会調査
93条 西恋ヶ窪1-18-9 水道 立会調査

94条 泉町2-102-9
学校建設（仮設）・ガス・水道・
電気等

事前調査 MKⅣ-698

93条 東元町3-14-7 分譲住宅 立会調査
93条 南町2-1-25 ガス 立会調査

93条
南町1-309-1、-6、-7の各一部
（A号棟）

分譲住宅 立会調査

93条 東元町4-9の一部 個人住宅 立会調査
94条 西元町2-13-15 電話 立会調査

94条
西元町3-18-21～3-2-21（4ヵ
所）

電話 立会調査

94条 南町3-28-7 電話 立会調査

93条 南町1-177-22の一部 集合住宅 立会調査

93条 西元町3-8-6 ガス 立会調査

93条 内藤2-1-20 個人住宅 立会調査

93条 東元町4-18-12 電気 立会調査

93条 本町4-21-15 電気 立会調査

93条 本町4-16-6 電気 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-8-40 個人住宅 立会調査

93条 東元町4-1963-6 個人住宅 事前調査 MKⅣ-696

93条 西元町4-2-17 個人住宅 事前調査 MKⅢ-697

93条 西元町3-15-2 電気 立会調査

93条 西恋ヶ窪3-13-41 電気 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-18-9　1号棟 分譲住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-18-9　2号棟 分譲住宅 立会調査

93条 東元町4-9 宅地造成 立会調査

93条 東元町4-9 宅地造成 立会調査

93条 泉町1-1-10 個人住宅 立会調査

93条 泉町1-5 水道 立会調査

93条 西恋ヶ窪3-11-7・11-8 集合住宅 立会調査

93条 南町1-14-39 水道 立会調査

93条 東元町4-3-9 分譲住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-8 ガス 立会調査

93条 南町1-12-13 水道 立会調査

93条 本町4-21-8 ガス 立会調査

93条 東元町4-9-12　他 ガス 立会調査

94条 南町3-7-18 水道 立会調査

94条 本町2-18-2 水道 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-49-27 電気 立会調査

93条 西元町3-28A号棟 ガス 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-2-25 分譲住宅 立会調査

93条 東元町4-18-15 個人住宅 立会調査

93条 東元町4-9地先 電気 立会調査

93条 南町2-322-6、-322-28 携帯通信 立会調査

93条 東元町3-33-3 ガス 立会調査

93条 東元町3-932、-933の一部 集合住宅 立会調査

調査次数№ 年月日 条 申請地 申請工事内容 指示内容
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94条 西恋ヶ窪3-19番地先 水道 立会調査

94条 東元町4-5-1 水道 立会調査

93条 東元町4-1963-8 個人住宅 立会調査

93条 西元町3-15-10 集合住宅 立会調査

94条 本多1-4-25 水道 立会調査

93条 東元町3-14先 ガス・水道・電気 立会調査

93条 西元町3-28B棟 ガス 立会調査

93条 南町1-12-13 個人住宅 立会調査

93条 内藤2-2-74 個人住宅 事前調査

93条 西元町2-16番地先 電気 立会調査

93条 南町1-12-16 個人住宅 事前調査

93条 東元町4-10-1 個人住宅 立会調査

93条 東元町3-14他 ガス 立会調査

93条 東元町4-3-9 ガス 立会調査

93条 南町1-14-39 ガス 立会調査

94条 南町3-9付近 道路 立会調査

93条 西元町2-2546-6の一部 個人住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-11-23 ガス 立会調査

93条 南町3-9 電気 立会調査

93条 泉町1-7 個人住宅 立会調査

93条 南町1-9-15 ガス 立会調査

93条 南町1-307-15 集合住宅 立会調査

93条 本町1-4-11 集合住宅 立会調査

93条 西元町3-28 水道 立会調査

93条 内藤2-2 水道 立会調査

94条 東元町4-12 水道 立会調査

93条 東元町4-1963-1 個人住宅 立会調査

93条 日吉町1-43-67 個人住宅 立会調査

93条 泉町2-2 水道 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-2-25 ガス 立会調査

93条 南町2-1-27地先 水道 立会調査

93条 本多1-4-8 ガス 立会調査

93条 南町1-11-18 ガス 立会調査

93条 南町1-177-56 集合住宅 立会調査

93条 本町4-2810-47 個人住宅 立会調査

94条 西元町3-1915-21 水道 立会調査

94条 東元町3-2386-57 水道 立会調査

94条 泉町1-2471-38 水道 立会調査

94条 西元町4-2-17 水道 立会調査

93条 泉町3-32-4番地先 電気 立会調査

93条 光町1-1-6 水道 立会調査

93条 西元町2-13-35 水道 立会調査

93条 西元町3-28-15 電気 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-8-41 個人住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-24-12 ガス 立会調査

94条 泉町3-17～3-32地先 電話 立会調査

93条 西元町3-15-10 水道 立会調査

93条 西元町4-5-21 水道 立会調査

93条 南町1-12-13 ガス 立会調査

94条 東元町4-3-8 水道 立会調査

93条 光町1-1-6の一部 個人住宅 立会調査

93条 南町2-1-17 個人住宅 確認調査

93条 東元町4-1938-3 個人住宅 立会調査

93条 東元町4-1963-3 個人住宅 立会調査

93条 東元町2-490-5先 集合住宅 立会調査

調査次数指示内容申請工事内容申請地条年月日№

第５表　平成 25 年度届出・通知一覧（２）
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93条 東元町4-3-19 ガス 立会調査

93条 光町1-1-6 ガス 立会調査

93条 西元町2-18-30 ガス 立会調査

93条 西元町3-1-2 ガス 立会調査

93条 東元町4-14-4 個人住宅 立会調査

93条 本町4-2876-32 個人住宅 立会調査

93条 西元町2-2546-71 分譲住宅 立会調査

94条 南町1-12-16番地先 電話 立会調査

94条 西元町4-5-2 水道 立会調査

93条 南町1-177-33の一部 個人住宅 立会調査

93条 南町1-11-18 電気 立会調査

93条 東元町4-6-18 水道 立会調査

93条 南町3-2796-25 個人住宅 立会調査

93条 西元町3-15-10 ガス 立会調査

93条 西元町4-2-17 ガス 立会調査

93条 西元町4-5-21 ガス 立会調査

93条 西元町2-11-28 ガス 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-18 ガス 立会調査

93条 泉町1-2423-1の一部 事務所 立会調査

94条 東元町4-13-8番地 電話 立会調査

94条 東元町3-12-32番地先 電話 立会調査

94条 東元町3-14-2番地先 電話 立会調査

94条 東元町3-2-10番地先 電話 立会調査

94条 東元町4-18-5番地先 電話 立会調査

93条 西恋ヶ窪3-15-26、-15-56 分譲住宅 立会調査

93条 本町4-2864-15 個人住宅 立会調査

93条 東元町3-24-6 水道 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-2-9 分譲住宅 立会調査

93条 南町3-7-18 ガス 立会調査

93条 南町1-309-20 個人住宅 立会調査

94条 東元町3-17番地先 水道 立会調査

94条 東恋ヶ窪2-5～2-2付近 道路 立会調査

94条 西元町2-13-14 水道 立会調査

93条 東元町3-24-6 ガス 立会調査

93条 西元町2-2548-104 分譲住宅 立会調査

94条 南町1-10-5 水道 立会調査

93条 東元町3-6-11 電気 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-8-41 水道 立会調査

93条 西元町2-13-35 ガス 立会調査

93条 南町1-11-18 ガス 立会調査

93条 西元町4-5-6 個人住宅 立会調査

93条 西元町2-17-7 個人住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪3-15-26 ガス・水道・電気等 立会調査

94条 西恋ヶ窪1-17番地先 水道 立会調査

94条 南町3-8～3-9番地先間 水道 立会調査

93条 東元町3-33-3 ガス 立会調査

93条 東元町4-6-18 ガス 立会調査

93条 東元町2-514-1、-2 宅地造成 立会調査

94条 南町2-15-1番地先 電話 立会調査

93条 南町3-2796-8 個人住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-2-9 ガス 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-10 ガス 立会調査

93条 内藤2-22-4 集合住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-17-11 個人住宅 事前調査

93条 東元町2-7～-20 ガス 立会調査

93条 内藤2-22-40 電柱 立会調査

93条 光町1-1-6 ガス 立会調査

93条 西元町3-28-2 電柱 立会調査

93条 南町2-7-5 個人住宅 事前調査

93条 光町1-1-6 水道 立会調査

93条 泉町1-11-11 個人住宅 立会調査

年月日№ 調査次数指示内容申請工事内容申請地条

第６表　平成 25 年度届出・通知一覧（３）
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93条 南町1-12-26 ガス 立会調査

93条 東元町3-12-16 個人住宅 立会調査

93条 東元町3-1-9 分譲住宅 立会調査

93条 東元町4-12-6 電柱 立会調査

93条 西元町1-13 電柱 立会調査

93条 西恋ヶ窪3-13-5 個人住宅 立会調査

93条 南町1-12 個人住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪1-19-16 個人住宅 立会調査

93条 本町1-3 ガス 立会調査

94条 本町4-10～4-12地先 水道 立会調査

93条 南町1-14 集合住宅 確認調査

93条 内藤2-2-2 ガス 立会調査

93条 南町1-10-5 ガス 立会調査

94条 西恋ヶ窪3-17-15 電話 立会調査

94条 南町3-28-9 電話 立会調査

93条 本町4-24 ガス 立会調査

93条 光町1-23、3-16 電柱 立会調査

93条 東元町2-18-34 電柱 立会調査

93条 西元町3-2１-9 電柱 立会調査

93条 東元町3-21-42 電柱 立会調査

93条 泉町1-2386-85・-120・-121 分譲住宅 立会調査

93条 西恋ヶ窪3-7-1 ガス 立会調査

93条 東元町3-14-20［3-889-60］ 集合住宅 立会調査

93条 西元町2-17-8 ガス 立会調査

94条 西恋ヶ窪2-2～2-18番地先間 水道 立会調査

93条 東元町3-1-9 水道 立会調査

93条 西元町2-１5-36、他1件 ガス 立会調査

94条 西元町4-7番地先 水道 立会調査

93条 東元町4-14-4 ガス 立会調査

93条 東元町4-14-30 個人住宅 立会調査

93条 南町1-14 駐車場 確認調査 26年度調査

94条 東元町3-33-24号先 電話 立会調査

94条 西元町3-10-3号先 水道 立会調査

93条 南町3-30-7 集合住宅 確認調査 26年度調査

93条 西元町3-1514-6、1514-13 個人住宅 立会調査

93条 内藤2-22 ガス 立会調査

93条 本町4-9-10 ガス 立会調査

93条 東元町3-1404-5、1405-１ 個人住宅 立会調査

93条 東元町3-1-9 ガス 立会調査

93条 南町1-7-18 電柱 立会調査

93条 南町1-8-2 電柱 立会調査

93条 西元町4-5-6 ガス 立会調査

93条 西元町2-10 ガス 立会調査

93条 南町2-9 ガス 立会調査

93条 西元町3-22 電柱 立会調査

93条 東元町3-2386-2[3-33-26] 分譲住宅 立会調査

93条 東元町3-1380-4、-8、-10、-11 個人住宅 立会調査

93条 西元町2-2546-29 個人住宅 確認調査 26年度調査

93条 南町2-3-16 ガス 立会調査

94条 南町1-12-4先 水道

93条 東元町4-12-6 電柱

93条 西元町4-2 ガス ー

※14は都立小金井特別支援学校仮設校舎建設に伴う発掘調査（武蔵国分寺跡第698次調査）

※網掛け部分は本書掲載の発掘調査に伴う届出

調査次数№ 年月日 条 申請地 申請工事内容 指示内容

第７表　平成 25 年度届出・通知一覧（４）
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平成25年度調査地一覧

番号 調　査　名 章　節

１ 武蔵国分寺跡第696次

２ 武蔵国分寺跡第697次

３ 武蔵国分寺跡第695次

４ 武蔵国分寺跡第699次

５ 多摩蘭坂遺跡第12次

６ 殿ヶ谷戸北遺跡第６次

７ 殿ヶ谷戸遺跡第14次

８ 恋ヶ窪遺跡第93次

９ 殿ヶ谷戸遺跡第15次

10 殿ヶ谷戸北遺跡第５次

11 No.29遺跡第２次

第２章第２節（１）

第２章第２節（２）

第２章第３節（１）

第２章第３節（２）

第２章第２節（４）

第２章第２節（５）

第２章第２節（６）

第２章第２節（３）　　

第２章第２節（７）

第２章第３節（３）

第２章第３節（４）

凡　　例

遺跡  ( 埋蔵文化財包蔵地  ）

名称が異なり重複する遺跡

横　　穴　　墓　・　塚

横　　穴　　墓　　群

国指定史跡　武蔵国分寺跡

附東山道武蔵路跡

●

●

●

●

●

●
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35
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41
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No. No. No.名　　称 名　　称 名　　称

国分寺市遺跡（埋蔵文化財包蔵地）一覧

熊ノ郷遺跡

恋ヶ窪遺跡

恋ヶ窪南遺跡

羽根沢遺跡

ーーー

多摩蘭坂遺跡

花沢西遺跡

日影山遺跡

武蔵国分寺跡(僧尼寺)

多喜窪遺跡

伝祥應寺跡

多喜窪横穴墓群１号２号

八幡前遺跡

武蔵国分寺跡

殿ヶ谷戸北遺跡

殿ヶ谷戸遺跡

恋ヶ窪廃寺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

本町(国分寺村石器時代)遺跡

ーーー

ーーー

長谷戸遺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

内藤新田横穴墓

ーーー

東京経済大学校内遺跡

花沢東遺跡

光町遺跡

ーーー

恋ヶ窪東遺跡

東山道武蔵路

種　別 種　別 種　別時　代 時　代 時　代

旧石器・縄文集落跡

集落跡

集落跡 旧石器・縄文

旧石器・縄文 寺院跡 縄文・古代

集落跡 旧石器・縄文 散布地 縄文・古代

集落跡 縄文 散布地 縄文・古代

散布地 縄文 散布地 縄文・古代

集落跡
旧石器・縄文
古代 散布地 縄文・古代

集落跡 旧石器・縄文 散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文 集落跡 旧石器・縄文
古代

寺院跡 古代 散布地
旧石器・縄文
古代

集落跡 縄文 散布地 縄文・古代

寺院跡 中世 散布地 縄文

ーーー 塚 中世 散布地 縄文

横穴墓 古代 散布地 縄文・古代

集落跡 縄文 散布地 縄文

集落跡
道路跡

旧石器・縄文
古代・中近世 散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文 散布地
旧石器・縄文
古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 古代

散布地 古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文

散布地 古代

横穴墓 古代

散布地 旧石器

散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文

散布地 旧石器

散布地 旧石器

集落跡 縄文

道路跡 古代

０ １ｋｍ

第４図　平成 25 年度



9

平成25年度調査地一覧

番号 調　査　名 章　節

１ 武蔵国分寺跡第696次

２ 武蔵国分寺跡第697次

３ 武蔵国分寺跡第695次

４ 武蔵国分寺跡第699次

５ 多摩蘭坂遺跡第12次

６ 殿ヶ谷戸北遺跡第６次

７ 殿ヶ谷戸遺跡第14次

８ 恋ヶ窪遺跡第93次

９ 殿ヶ谷戸遺跡第15次

10 殿ヶ谷戸北遺跡第５次

11 No.29遺跡第２次

第２章第２節（１）

第２章第２節（２）

第２章第３節（１）

第２章第３節（２）

第２章第２節（４）

第２章第２節（５）

第２章第２節（６）

第２章第２節（３）　　

第２章第２節（７）

第２章第３節（３）

第２章第３節（４）

凡　　例

遺跡  ( 埋蔵文化財包蔵地  ）

名称が異なり重複する遺跡

横　　穴　　墓　・　塚

横　　穴　　墓　　群

国指定史跡　武蔵国分寺跡

附東山道武蔵路跡

●

●

●

●

●

●

★１

★２

★３

★４

★５

★６

★７

★８

★９

★10★11

２
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５

６

７

８９
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14-1

14-2
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3435

36 37

38

39
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41
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58

３

２

１

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

46

47

48

49

50

52

53

54

55

56

57

58

No. No. No.名　　称 名　　称 名　　称

国分寺市遺跡（埋蔵文化財包蔵地）一覧

熊ノ郷遺跡

恋ヶ窪遺跡

恋ヶ窪南遺跡

羽根沢遺跡

ーーー

多摩蘭坂遺跡

花沢西遺跡

日影山遺跡

武蔵国分寺跡(僧尼寺)

多喜窪遺跡

伝祥應寺跡

多喜窪横穴墓群１号２号

八幡前遺跡

武蔵国分寺跡

殿ヶ谷戸北遺跡

殿ヶ谷戸遺跡

恋ヶ窪廃寺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

本町(国分寺村石器時代)遺跡

ーーー

ーーー

長谷戸遺跡

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

ーーー

内藤新田横穴墓

ーーー

東京経済大学校内遺跡

花沢東遺跡

光町遺跡

ーーー

恋ヶ窪東遺跡

東山道武蔵路

種　別 種　別 種　別時　代 時　代 時　代

旧石器・縄文集落跡

集落跡

集落跡 旧石器・縄文

旧石器・縄文 寺院跡 縄文・古代

集落跡 旧石器・縄文 散布地 縄文・古代

集落跡 縄文 散布地 縄文・古代

散布地 縄文 散布地 縄文・古代

集落跡
旧石器・縄文
古代 散布地 縄文・古代

集落跡 旧石器・縄文 散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文 集落跡 旧石器・縄文
古代

寺院跡 古代 散布地
旧石器・縄文
古代

集落跡 縄文 散布地 縄文・古代

寺院跡 中世 散布地 縄文

ーーー 塚 中世 散布地 縄文

横穴墓 古代 散布地 縄文・古代

集落跡 縄文 散布地 縄文

集落跡
道路跡

旧石器・縄文
古代・中近世 散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文 散布地
旧石器・縄文
古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文・古代

散布地 古代

散布地 古代

散布地 縄文・古代

散布地 縄文

散布地 古代

横穴墓 古代

散布地 旧石器

散布地 縄文

集落跡 旧石器・縄文

散布地 旧石器

散布地 旧石器

集落跡 縄文

道路跡 古代

０ １ｋｍ

調査地点位置図
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第２章　平成 25 年度に実施した発掘調査

第１節　遺跡の概要

　平成 25 年度は、個人住宅建設に伴う事前調査および民間開発事業に伴う確認調査は、武蔵国分寺跡（№

10・19 遺跡）４地区、恋ヶ窪遺跡（№２遺跡）１地区、多摩蘭坂遺跡（№７遺跡）1 地区、殿ヶ谷戸北遺跡（№

20 遺跡）2 地区、殿ヶ谷戸遺跡（№ 21 遺跡）2 地区、№ 29 遺跡１地区である。以下、調査を実施した遺

跡の概要を記す。

恋ヶ窪遺跡（№２遺跡）　恋ヶ窪遺跡は、西恋ヶ窪１丁目、東恋ヶ窪１・３丁目に所在する。野川の源泉を

見下ろす武蔵野台地上に立地する縄文時代中期を中心とする集落跡で、北側を除く三方向を野川の開析谷に

囲まれた舌状台地南西縁に広がっている。

多摩蘭坂遺跡（№７遺跡）　多摩蘭坂遺跡は内藤１・２丁目周辺に所在する旧石器時代、縄文時代、奈良時

代の集落遺跡である。国分寺崖線沿いの武蔵野段丘面に沿って広がっており、特に旧石器時代においては、

３万５千年前位にさかのぼる市内最古の遺跡である。

武蔵国分寺跡（№ 10・19 遺跡）　武蔵国分寺跡は、天平 13（771）年に聖武天皇により発布された国分寺

建立詔で、全国 60 余国に設置された国分寺の一つである。古代の官道である東山道武蔵路をはさんで東に

僧寺、西に尼寺が配置され、遺跡の範囲は東西約 1.5 キロメートル、南北は国分寺崖線を挟んで約１キロメー

トルに及ぶ。遺跡は現在の西元町１～４丁目、東元町３・４丁目、泉町１・２丁目、西恋ヶ窪１丁目に所在

する。僧寺は「寺院地」・「伽藍地」・「中枢部」の三重に、尼寺は「伽藍地」・「中枢部」の二重に区画され、

その周囲の寺院に関連する遺跡を含めて「寺地」と称している。前者が№ 10 遺跡、後者が№ 19 遺跡に該当し、

寺院跡のほか、東山道武蔵路、推定鎌倉街道などの道路跡が確認されている。

殿ヶ谷戸北遺跡（№ 20 遺跡）　殿ヶ谷戸北遺跡は、南町一丁目８・９・12 付近に所在する旧石器時代、縄

文時代（早・中期）の集落遺跡である。野川を南側に臨む武蔵野段丘に位置し、１万８千～１万５千年前位

の旧石器時代を中心とした遺跡である。

殿ヶ谷戸遺跡（№ 21 遺跡）　

　殿ヶ谷戸遺跡は南町二丁目１～ 10

付近に所在する旧石器・縄文・（早・

中期）の集落遺跡である。野川を南側

に臨む武蔵野段丘に位置し、隣接す

る殿ヶ谷戸北遺跡同様に１万８千～

１万５千年前位の旧石器時代を中心と

した遺跡である。

№ 29 遺跡　

　№ 29 遺跡は南町一丁目 14、本町

一丁目３～５付近に所在する散布地で

ある。

第５図　武蔵国分寺跡伽藍配置模式図
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第２節　本発掘調査

　　　第６図　MK Ⅱ－ 696 調査地点位置図

写真１　Ａトレンチ全景（東から）

写真２　Ｂトレンチ全景（西から）

（１）武蔵国分寺跡第 696 次調査

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 13.23㎡ 遺物箱数 なし

検出遺構

主な遺物

 国分寺市東元町4-1963-6

 個人宅造

 平成25年６月４日～６月７日

 なし

第７図　MK Ⅱ－ 696 調査区全体図

第８図　調査区土層柱状図・P-1 土層断面図

地点にあたる。当該地は特に奈良・平安時代の遺構・遺物が存在す

る可能性があるため、給排水管の埋設によって以降に影響が及ぶ範

囲を対象として発掘調査を行った。調査面積は 13.23㎡である。現

地調査は平成 25 年 6 月 4 日～ 6 月 7 日に実施した。調査区内は

広範囲に後世の撹乱が工事掘削深度以上に及んでおり、これについ

ては未掘として処理した。地表面から深さ約 50 ～ 60 ｃｍで基本

層序Ⅳ層上面において小穴１基を検出した。

　調査区は武蔵国分寺跡（№ 10・19）に該当する。

寺院地の東側に位置し、僧寺塔跡の東側約 149 ｍの

　 調査範囲
（Ａトレンチ）

未掘撹乱

未掘撹乱

P-1

隣地境界線　

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

　

　
　

隣地境界線　

隣地

隣地

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

市
道
南
２
５
０
号
線

　 調査範囲
（Ｂトレンチ）

６ｍ０

  CG

(S138)

  CH

(S141)

  CI

(S144)

  CJ

(S147)

  CK

(S150)

  CL

(S153)

  114
(E342)

  115
(E345)

  116
(E348)

  117
(E351)

  118
(E354)

  119
(E357)

  120
(E360)

  121
(E363)

根攪乱

62.500
Ｅ Ｗ

62.000
Ｐ－１

Ⅳ
Ⅳ

Ⅰｂ 1  黒褐色土　10YR3/1(2/1)　しまりあり,すきまややあり,
　　粘性やや弱い,ローム少量。
2　黒褐色土　10YR3/1  しまりあり,すきま少し,粘性やや
　　あり,ローム含む
3　黒褐色土とローム土混合　しまりあり,すきま少し,粘性
　　ややあり,ローム、ロームブロック,Ⅲ層土含む

1
2
3
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（２）武蔵国分寺跡第 697 次調査

第９図　MK Ⅲ－ 697 調査地点位置図

写真３　調査区全景（南から） 写真４　調査区全景（南から）

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 1.06㎡ 遺物箱数 なし

検出遺構

主な遺物

 国分寺市西元町4-2-17

 個人宅造

 平成25年６月12日～６月19日

 なし

 なし

市
道
南
２
４
４
号
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線 

　

道
路
境
界
線
　

隣地

隣地

隣地

調査範囲

盛土

  EN

(S279)

  EO

(S282)

  EP

(S285)

  EQ

(S288)

  ES

(S294)

  ET

(S297)

  127
(W381)

  128
(W384)

  129
(W387)

  130
(W390)

  131
(W393)

  132
(W396)

  133
(W399)

  ER

(S291)

４ｍ０

第　図　ＭＫⅢ-697　調査地全体図（1/200）第 10 図　MK Ⅲ－ 697 調査区全体図

第 11 図　土層柱状図

　 調 査 区 は 武 蔵 国 分 寺 跡（ № 10・

19）に該当する。尼寺中門の南西約

30 ｍの地点にあたる。当該地は特に

奈良・平安時代の尼寺に関する遺構・

遺物が存在する可能性があるため、住

宅掘削部分と給排水管埋設部分 8 か

所の試掘坑を開けて発掘調査を行っ

た。調査面積は 1.06㎡である。現地

調 査 は 平 成 25 年 6 月 12 日 ～ 6 月

19 日に実施した。調査区内は工事掘

削深度までは大半が盛土で、一部最深

部地表面から深さ約 50 ～ 60 ｃｍで

基本層序Ⅲｂ層が確認されたが、工事による遺跡への影響がないと判断されたため調査を終了した。遺構・

遺物は未検出である。

Ⅲb

盛土
62.700

Ｎ Ｓ

62.200
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第 12 図　武蔵国分尼寺と周辺の発掘調査状況

金堂

SD70
尼寺寺域
区画溝
　(東辺)

SB54(尼坊) SD44

SF1道路跡
(東山道武蔵路)

SD34
尼寺寺域区画溝
　　　　(南辺)

国分寺崖線
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6-400

6-400
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57-143
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　　　　第 13 図　K2 － 93 調査地点位置図

（３）恋ヶ窪遺跡第 93 次調査

写真５　調査区全景（南から）

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 44.26㎡ 遺物箱数 ２箱

検出遺構

主な遺物

 平成26年１月８日～１月17日
 平成26年２月21日～３月３日

 個人宅造

 国分寺市西恋ヶ窪１－17-11

 縄文土器

道路境界線

隣
地
境
界
線
 

隣地境界線 

市道中87号線

隣
地
境
界
線
 

隣地

隣地

隣地

   CSV

(-32942)

   CSX

(-32946)

   CTA

(-32950)

   CTC

(-32954)

   CTE

(-32958)

  1477
(-32954)

  1475
(-32950)

  1479
(-32958)

  1481
(-32962)

  1483
(-32966)

３ｍ０

SI160

 第　図　Ｋ２ー93　調査地全体図（1/200）
第 14 図　K2 － 93 調査区全体図

  76.000

  75.500

 第　図　Ｋ２ー93　調査区南壁土層柱状図（1/40）

ＷＥ
耕作土

Ⅲb

第 15 図　調査区南壁土層柱穴図

　調査区は恋ヶ窪遺跡（№２）に該当

する。遺跡の中心からやや西のはずれ

にあたり、いわゆる縄文時代中期の環

状集落の西端に所在する。当該地は特

に縄文時代中期の集落に関する遺構・

遺物が存在する可能性があるため、住

宅掘削部分と給排水管埋設部分で、発

掘調査を行った。調査面積は 44.26㎡

である。現地調査は平成 26 年１月８

日～１月 17 日に給排水管部分（A ト

レンチ）の調査を実施し、平成 26 年

２月 21 日～３月３日に住宅掘削部分

（B トレンチ）の調査を実施した。

　A・B トレンチともに地表面下約 60 ～ 80 ｃｍほど

で縄文時代の遺物包含層を検出。A トレンチでは表土

の撹乱層から早期前半の撚糸文系土器片（第　図１・

第　図１）が 1 点出土した。Ｂトレンチでは基本層

序Ⅲｃ層上面から SI160J 住居跡が検出された（第　

21 ～ 23 図）。北半分は調査区外におよび未掘である

が、検出状況から推定される規模は直径約 2.1 ｍの円

形で、生活面までの深さは 30㎝を測る。床面はやや

硬質である。底面からは柱穴と考えられる２基の小穴
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第　図　SI160J使用時完掘平面図（1/40）

   CSX

(-32946)

(-32947)

  1479
(-32958) (-32957)(-32959)

Ａ

Ａ′

第 16 図　SI160J 使用時完掘平面図
   CSX

(-32946)

P-1
P-2

第　図　SI160J構築時完掘平面図（1/40）

B

B'

C(-32947)

  1479
(-32958) (-32957)(-32959)

Ａ

Ａ′

第 17 図　SI160J 構築時完掘平面図

1

2

33
掘りすぎ

75.500
Ａ Ａ′

.. .

１ 暗茶褐色土　細ローム粒・赤スコリヤ多量含む,しまり良し。

２ 暗茶褐色土　細ローム粒・赤スコリヤ少量含む,やや硬質。床面と思われる。

３ 暗黄褐色土　ローム土・ロームブロック多量含む,ややしまりなし。構築土。

第　図　SI160J断面図（1/40）
第 18 図　SI160J 土層断面図

1 茶褐色土　ローム土多く炭化物微量含む。
　　　　　　しまりややなし。

1

P-1

1

P-2

1 茶褐色土　ローム土,ロームブロック多く含む,

　　　　　　しまり良い。

Ｂ Ｂ′
75.400

Ｃ Ｃ′
75.500

第　図　Pー１,２断面図（1/40）第 19 図　P-1・P-2 土層断面図

を検出した。遺構の覆土からは五領ヶ台Ⅱ期の

土器片（第 20 図２・写真６－２）が１点出土

した。また遺物包含層から貉沢期の土器片（第

20 図３・写真６－３）が 1 点、阿玉台期の土

器片（第 20 図４・写真６－４）が 1 点出土した。

　B トレンチでは表土の撹乱層から五領ヶ台Ⅱ

期の土器片（第 20 図５・写真６－５）が 1 点

出土している。

　恋ヶ窪遺跡の縄文時代のいわゆる環状集落を

形成する時期に主体となる勝坂式期の他にも多

様な型式の土器が混在していたことをうかがわ

せる資料である。
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1　K2-93 JB01

2　K2-93 JE01 3　K2-93 JE02 4　K2-93 JE03 5　K2-93  JE04

０ 10cm

第　図　出土遺物実測図（１／３）

第 20 図　出土遺物実測図

1　K2-93 JB01

2　K2-93　JE012　K2-93　JE01 3　K2-93　JE02 4　K2-93 JE03 5　K2-93 JE04

第　図　出土遺物写真

写真６　出土遺物写真

第８表　K2 － 93 遺物観察表（縄文時代土器）

挿図
写真

遺物番号

種別
器種

出土
位置

第20図1
写真6‐1 深鉢 カク乱

第20図2
写真6‐2 深鉢

フク土

第20図3
写真6‐3 深鉢 Ⅲ層

第20図4
写真6‐4 深鉢 Ⅲｂ層

第20図5
写真6‐5 深鉢 カク乱

口径
器高
底径
（ｃｍ）

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

胴部破片のため全体の器形は不
明。

表面はRの撚糸を縦位に施文。内
面は粗いナデ。

早期前半、撚糸文系。
暗茶色。胎土は密で少
量の雲母を含む。焼成
は良好。

内面は未調整。表面は棒状工具に
よる横位の沈線を施し、部分的に押
圧による刺突文を施す。地文はRの
縄文。

五領ヶ台Ⅱ。赤褐色。
胎土はやや粗く、砂
粒、雲母を多く含む。
焼成はやや良好。

口縁部から頸部にかけて外側に屈
曲する。

内面は丁寧な磨き。表面は丁寧に
磨いた後に、口唇部から垂下する
沈線と横位の沈線を施す。粘土紐
の貼り付けによる波状文を施文。

五領ヶ台Ⅱ。暗褐色。
胎土はやや粗く、砂粒
を少量含む。焼成はや
や不良。

胴部片のため全体の器形は不明。

口縁部片のため全体の器形は不
明。

内面は未調整。表面は半裁竹管に
よる押し引きを、横位に5条施文す
る。口唇部をわずかに肥厚させ圧痕
を施す。

狢沢。赤褐色。胎土は
粗く、砂粒を多く含む。
焼成はやや不良。

底部片。やや外傾して胴部は立ち
上がる。

内面は剥落が著しい。外面は無文。

阿玉台。暗茶色。胎土
は粗く、金雲母を多量
に含む。焼成はやや不
良。
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　　　　第 21 図　K7 － 12 調査地点位置図

（４）多摩蘭坂遺跡第 12 次調査

写真７　調査区南壁断面（北から）

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 26.98㎡ 遺物箱数 なし

検出遺構

主な遺物  なし

 なし

 平成25年６月27日～７月10日

 個人宅造

 国分寺市内藤２－２－74

市
道
幹
８
号
線

隣
地
境
界
線
　

隣
地
境
界
線
　 隣

地
境
界
線

道
路
境
界
線
　

道
路
境
界
線

道路境界線

調査範囲

隣地

隣地隣地

   DOU

(-33740)

   DOW

(-33744)

   DOY

(-33748)

   DPB

(-33752)

   DPD

(-33756)

   DPF

(-33760)

  2065
(-34130)

  2067
(-34134)

  2069
(-34138)

  2071
(-34142)

  2073
(-34146)

３ｍ０

第　図　Ｋ７－12　調査地全体図（1/200）

第 22 図　K7 － 12 調査区全体図

盛土

1

2

Ⅴb

1 暗褐色土　10YR3/1,3/2　しまり弱い，すきま少し，

　　　　　　粘性ややあり，ロームブロック含む。

2 黄褐色土　10YR5/6,6/6　しまり良い～硬い，すきまややあり，

　　　　　　粘性あり，ローム土からなる。

　
第　図　Ｋ７－12　調査区東壁土層柱状図（1/40）

81.500
Ｓ Ｎ

81.000

Ⅵ

第 23 図　東壁土層柱状図

　調査区は多摩蘭坂遺跡（№７）に該当する。国分寺

崖線の南斜面に沿っておおよそ東西に長い遺跡の北西

部にあたり、浅い谷が入る武蔵野段丘の斜面に所在す

る。当該地は特に旧石器時代の遺構・遺物が存在する

可能性があるため、住宅掘削部分を中心に，発掘調査

を行った。調査面積は 26.98㎡である。現地調査は平

成 25 年６月 27 日～７月 10 日に実施した。調査区

内は、現地表面下約 60 ～ 80 ｃｍの深さで、縄文時

代の遺構確認を行ったが、遺構・遺物は未検出である。

旧石器時代の調査は、現地表面下約 120 ｃｍまで行っ

た。調査の結果、調査区の西側から東側にかけてロー

ム層が急傾斜しており（写真７）谷底付近であったこ

とを示している。遺構・遺物ともに未検出である。
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　　　　第 24 図　K20 －６調査地点位置図

（５）殿ヶ谷戸北遺跡第６次調査

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 71.98㎡ 遺物箱数 ２箱

検出遺構

主な遺物

 国分寺市南町１－12－16

 個人宅造

 平成25年７月８日～７月31日
 平成25年11月11日～11月19日

 石器

未掘攪乱

　 調査範囲
（Ｂトレンチ）

隣地

隣地

隣地境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

道路境界線

道
路
境
界
線

市
道
南
８
号
線

　 調査範囲
（Ａトレンチ）

   DEU

(-33240)

   DEW

(-33244)

   DEY

(-33248)

   DFB

(-33252)

   DFD

(-33256)

   DFF

(-33260)

   674
(-31348)

   676
(-31352)

   678
(-31356)

   680
(-31360)

   682
(-31364)

   684
(-31368)

   686
(-31372)

   DFH

(-33264)
４ｍ０

 第　図　Ｋ20ー６　調査地全体図（1/300）　
第 25 図　K20 －６調査区全体図

　調査区は殿ヶ谷戸北遺跡（№

20）に該当する。遺跡の西側

にあたり国分寺崖線がやや北側

に抉れる南斜面に所在する。当

該地は特に旧石器時代の遺構・

遺物が存在する可能性があるた

め、住宅掘削部分を中心に、発

掘調査を行った。調査は A・B

トレンチを設定し、調査面積

は A トレンチ 25.6㎡、B トレ

ンチ 46㎡である。現地調査は

A トレンチが平成 25 年７月８

日～７月 31 日、Ｂトレンチ平

成が 25 年 11 月 11 日～ 11 月

19 日に実施した。調査区内は、

現地表面下約 30 ～ 40 ｃｍの

深さで、遺構確認を行った。縄

文時代の遺構・遺物は未検出で

写真８　Ａトレンチ遺物出土状況（南から） 写真９　Ａトレンチ全景（南から）
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写真 10　調査風景（南から）

石器
礫

ＥＷ 表土

Ⅴb
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸa

表土
Ⅴb
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸa

表土ⅤbⅥⅦⅧⅨa

72
.0

00

71
.5

00

71
.0

00

Ｎ
Ｓ

表土ⅤbⅥⅦⅧⅨa

72.000

71.500

71.000

０ ２ｍ

   675
(-31350)

   676
(-31352)

   677
(-31354)

   DEW

(-33244)

   DEX

(-33246)

   DEY

(-33248)

   DEV

(-33242)

第　図　K20-６ SR６遺物出土状況及び接合関係図(1/120)

第 26 図　Ａトレンチ遺物出土状況及び接合関係図

石器
礫

ＥＷ
72.000

71.500

表土
Ⅴb
Ⅵ

表土

Ⅴb

表
土

Ⅴ
b

Ⅵ

表
土

Ⅴ
b

Ⅵ

Ｎ
Ｓ

72
.0
00

71
.5
00

０ ２ｍ

   679
(-31358)

   680
(-31360)

   681
(-31362)

   DEY

(-33248)

   DFA

(-33250)

   DFB

(-33252)

   DEX

(-33246)

   682
(-31364)

第　図　Ｋ20-６ SR７遺物出土状況及び接合関係図（1/120）第 27 図　Ｂトレンチ遺物出土状況及び接合関係図

ある。旧石器時代は、Vb 層中よりそれぞれ

のトレンチで 1 箇所ずつの礫群を検出した。

A トレンチで検出された SR ６は、やや散漫

な礫群であり、礫はよく焼けている。チャー

トの砕片が少量出土しているが定型的な石

器は出土していない。B トレンチで検出され

た SR ７は、比較的密集した礫群であり、礫

はよく焼けている。チャートの剥片が少量出

土した。第 28 図１・写真 15 －１のチャー

トの剥片は縦長で断面は台形状を呈しやや厚

手である。頭部に自然面を残し両側縁からの

剥離を加えている。第 28 図２・写真 15 －

２のチャートの剥片は先端部がやや尖る縦長

で薄手の剥片である。基部にあたる部分に微

調整が認められるが、側縁部の調整などナ

イフ形石器の特徴的な調整は認められない。

第 28 ３・写真 15 －３のチャートの剥片は

やや不定型な縦長の剥片で頭部に打点を有す

る。両面に主剥離面を残し、断面はひしゃげ

た薄い四角形を呈する。定型的な石器は出土

していない。部分的であるがⅨ層中まで深堀

を行ったが、遺構・遺物ともに未検出である。
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写真 11　Ｂトレンチ北壁断面（南から） 写真 12　Ｂトレンチ遺物出土状況（北から）

写真 13　Ｂトレンチ遺物出土状況（南から） 写真 14　Ｂトレンチ全景（南から）
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1　K20-6　FL01

2　K20-6　FL02

3　K20-6 FL03

第　図　出土遺物実測図（１／２）

５cm０

第 28 図　出土遺物実測図

1　K20-6 FL01

2　K20-6 FL02 3　K20-6 FL03

第　図　出土遺物写真写真 15　出土遺物写真

第９表　K20 －６　遺物観察表（旧石器時代）

挿図
写真

遺物番号

種別
細分類

重量 遺存
状態

石材

第28図1
写真15‐1

剥片
(縦長)

第28図2
写真15‐2

剥片
(縦長)

第28図3
写真15‐3

剥片
(不定形)

備考

薄い板状を呈し、表・
裏面に主剥離面を残
す。

Ⅴｂ層

Ⅴｂ層

Ⅴｂ層

出土位置
最大長 最大幅 最大厚

断面三角形で平坦打
面の長方形を呈する
やや大型の縦長剥
片。裏面に主剥離面
を残し、表面には一本
の稜線と自然面を残
す。

断面台形でやや薄手
の小型縦長剥片。裏
面に主剥離面を残し、
表面には一本の稜線
を残す。
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　　　第 29 図　K21 － 14 調査地点位置図

（６）殿ヶ谷戸遺跡第 14 次調査

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 40.03㎡ 遺物箱数 1箱

検出遺構

主な遺物

 個人宅造

 国分寺市南町２－１－17

 平成25年９月２日～９月９日

 なし

 縄文土器

第 30 図　K21 － 14 調査区全体図

Ⅰa

Ⅰc

Ⅲb

72.000
Ｅ Ｗ

71.500

第　図　Ｋ21-14　調査区土層柱状図（1/40）第 31 図　Ａトレンチ

　　　　　南側土層柱状図

第 32 図　出土遺物実測図

　調査区は殿ヶ谷戸北遺跡（№

20）に該当する。遺跡の北側に

あたり、武蔵野段丘北斜面に所在

する。当該地は特に旧石器・縄文

時代の遺構・遺物が存在する可能

性があるため、住宅掘削部分を中

心に発掘調査を行った。調査面積

は 40.03㎡である。現地調査は平

成 25 年９月２日～９月９日に実

施した。調査区内は、地表面下

約 50 ｃｍで縄文時代の遺物包含

層（Ⅲｂ層）を検出。３本設定し

たトレンチのうち、Ｂトレンチの

縄文時代包含層より縄文時代中期

後半の土器片が 2 点出土した（第

32 図１・２、写真 20 －１・２）。

いずれも加曽利 E ３期の土器片

である。本調査区では、遺構は検

出できなかった。

1　K21-14 JF01 2　K21-14 JF02

０ 10cm

 

71.314

 

　 調査範囲
（Ａトレンチ）

　 調査範囲
（Ｂトレンチ）

　 調査範囲
（Ｃトレンチ）

隣地

隣地

隣地

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道路境界線

道
路
境
界
線

市道南69号線

   DFY

(-33298)

   DGB

(-33302)

   DGD

(-33306)

   DGF

(-33310)

   DGH

(-33314)

   DGJ

(-33318)

   DGL

(-33322)

   DGN

(-33326)

   DGP

(-33330)

   751
(-31502)

   753
(-31506)

   755
(-31510)

   757
(-31514)

   759
(-31518)

   761
(-31522)

   749
(-31498)

４ｍ０

   763
(-31526)
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写真 16　調査区全景（北から） 写真 17　Ｃトレンチ全景（南から）

写真 18　Ａトレンチ全景（南から） 写真 19　Ｂトレンチ全景（南から）

第 10 表　K21 － 14　遺物観察表

挿図
写真

遺物番号

種別
器種

出土
位置

第32図1
写真20‐1 深鉢 Ⅲｂ層

第32図2
写真20‐2 深鉢 Ⅲｂ層

口径
器高
底径
（ｃｍ）

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

口縁部片のため全体の器形は不明。

内面は比較的丁寧な磨き。表面は
やや粗いヨコナデ。胴部にかけて
櫛状工具による集合蛇行沈線を施
す。

加曽利E３。暗褐色。2～3mm
大の砂粒を少量含む。焼成は
良好。

胴部片のため全体の器形は不明。
内面は丁寧な磨き。表面は櫛状工
具による縦位の集合沈線を施す。

加曽利E３。暗黄灰色。胎土は
やや粗く、3mm大の砂粒を少
量含む。焼成は良好。

1　K21-14 JF01 2　K21-14 JF02

第　図　出土遺物写真

写真 20　出土遺物写真
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　　　第 33 図　K21 － 15 調査地点位置図

（６）殿ヶ谷戸遺跡第 15 次調査

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 18.47㎡ 遺物箱数 1箱

検出遺構

主な遺物

 個人宅造

 国分寺市南町２－７－５

 平成26年３月３日～３月11日

 なし

 縄文土器・石器

市道南64号線

道路境界線　

隣地境界線

隣
地
境
界
線
　

隣
地
境
界
線
　

調査範囲

隣地

隣地

隣地

６ｍ０

   DIS

(-33436)

   DIU

(-33440)

   DIW

(-33444)

   DIY

(-33448)

   DJB

(-33452)

   DJD

(-33456)

   DJF

(-33460)

   808
(-31616)

   810
(-31620)

   812
(-31624)

   814
(-31628)

   816
(-31632)

   818
(-31636)

第　図　Ｋ21-15　調査地全体図（1/250）
第 34 図　K21 － 15 調査区全体図

盛土・耕作土

Ⅲa

Ⅲb

Ⅲc

第　図　K21-15 調査区土層柱状図（1/40）

74.000
Ｓ Ｎ

73.500

第 35 図　土層柱状図
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写真 21　調査区東側全景（南から） 写真 22　Ⅲ層遺物出土状況（西から）

写真 23　西壁セクション（東から） 写真 24　調査区全景（南から）

　調査区は殿ヶ谷戸遺跡（№ 21）に該当する。遺跡のほぼ中央部にあたり武蔵野段丘面の平坦部に所在する。

当該地は特に旧石器・縄文時代の遺構・遺物が存在する可能性があるため、住宅掘削部分を中心に発掘調査

を行った。調査面積は 18.47㎡である。現地調査は平成 26 年３月３日～３月 11 日に実施した。

　調査区内は、地表下約 0.6 ～ 0.8 ｍの深さにおいて、基本層序Ⅲｂ層で縄文時代中期の遺物包含層を検出

した。当該層の遺存状況は比較的良好で、条件の良い西側部分で層厚は約 20 ～ 30 ｃｍ程をはかる。包含

層からは田戸上層期の土器片（第 36 図１～４、写真 25 －１～４）、早期前半と考えられる土器片（第 36

図５、写真 25 －５）、貉沢期の土器片（第 36 図６～ 10、写真 25 ６～ 10）、阿玉台期の土器片（第 36 図

11・12、写真 25 － 11・12）、加曽利 E ３期の土器片（第 36 図 13 ～ 19、写真 25 － 13 ～ 19）が出土した。

早期から中期にかけての比較的まとまった資料であり、第 36 図６、写真 25 －６の貉沢期の口縁部片は特

に文様構成が当該期の典型である。また、打製石斧の破片（第 37 図 22、写真 26 － 22）、打製石斧の未成

品と考えられる微調整が施された横長の剥片（第 37 図 20、写真 26 － 20）。片側縁に抉りの入った礫石器

（第 37 図 21、写真 26 － 21）が出土した。これらの遺物は調査区の全面から出土するのではなく、調査区

北側に集中して出土している。本調査区からは遺構は検出されなかったが、土器や石器の密集度から近傍に

住居跡等の遺構の存在をうかがわせる。
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1　K21-15 JB01

2　K21-15 JB02

3　K21-15 JB03
4　K21-15 JB04 5　K21-15 JB05

6　K21-15 JE01

7　K21-15 JE02

8　K21-15 JE03

9　K21-15 JE04 10　K21-15 JE05

11　K21-15 JE06 12　K21-15 JE07

０ 10cm

第　図　出土遺物実測図 １（１／３）

第 36 図　出土遺物実測図（１）
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13　K21-15 JF01 14　K21-15 JF02 15　K21-15 JF03

16　K21-15 JF04 17　K21-15 JF05

18　K21-15 JF06

19　K21-15 JF07

22　K21-15 AG01

21　K21-15 AM01

20　K21-15 AT01

０ 10cm

第　図　出土遺物実測図 ２（１／３）

第 37 図　出土遺物実測図（２）



28

第 11 表　K21 － 15 遺物観察表（縄文時代土器）

挿図
写真

遺物番号

種別
器種

出土
位置

第36図1
写真25‐1 深鉢 Ⅲｂ層

第36図2
写真25‐2 深鉢 Ⅲｂ層

第36図3
写真25‐3 深鉢 Ⅲｂ層

第36図4
写真25‐4 深鉢 Ⅲｂ層

第36図5
写真25‐5 深鉢 Ⅲｂ層

第36図6
写真25‐6 深鉢 Ⅲｂ層

第36図7
写真25‐7 深鉢 Ⅲｂ層

第36図8
写真25‐8 深鉢 Ⅲｂ層

第36図9
写真25‐9 深鉢 Ⅲｂ層

第36図10
写真25‐10 深鉢 表土

第36図11
写真25‐11 深鉢 Ⅲｂ層

第36図12
写真25‐12 深鉢 表土

第37図13
写真26‐13 深鉢 Ⅲｂ層

第37図14
写真26‐14 深鉢 Ⅲｂ層

第37図15
写真26‐16 深鉢 Ⅲｂ層

第37図16
写真26‐17 深鉢 Ⅲｂ層

第37図17
写真26‐15 深鉢 Ⅲｂ層

第37図18
写真26‐18 深鉢 Ⅲｂ層

第37図19
写真26‐19 深鉢 表土

胴部片のため，全体の器形は不明。内面は粗い磨き。表面は縦位のR
縄文を地文とする。

加曽利E３。暗黄色。胎土はや
や密。細砂粒を少量含む。焼
成はやや不良。

胴部片のため，全体の器形は不明。内面は粗い磨き。表面は縦位のR
縄文を地文とし，2本の垂下する沈
線間は磨り消す。

加曽利E３。内面は黄色，表面
は黒色で，炭素吸着。胎土は
密。焼成はやや良好。

胴部片，キャリパー形を呈する。 内面はやや粗い磨き。表面は縦位
のL縄文を地文とし，垂下する２条
の沈線間は磨り消す。

加曽利E３。暗黄色。胎土は粗
く，細砂粒，2mm大の砂粒を
多く含む。焼成はやや良好。

底部に近い胴部片。 内面はやや丁寧な磨き。表面は垂
下する縦位の浅い沈線が認められ
る。

加曽利E３。暗黄色。胎土は
密。細砂粒を少量含む。焼成
はやや良好。

口縁部片。口唇部端は尖り，ほぼ
垂直に立ち上がる。

両面とも丁寧な磨き。表面は縦位
のR縄文を地文とし，口唇部は無
文。

加曽利E３。黒色。炭素吸着が
認められる。胎土はやや密だ
が細粒を少量含む。焼成は良
好。

胴部片，キャリパー形を呈する。 内面はやや粗い磨き。表面は縦位
のL縄文を地文とし，垂下する沈線
間は磨り消す。

加曽利E３。暗黄色。胎土は粗
く，細砂粒を多く含む。焼成は
良好。

胴部片のため，全体の器形は不明。内面は未調整。表面は逆「Ｕ」字状
の貼り付け隆帯。

阿玉台Iｂ。赤褐色。胎土は粗
く，細砂粒，金雲母を多量に
含む。焼成は不良。

口縁部片。口唇部を肥厚，わずか
に内傾する。口唇部端はやや尖
る。

内面は丁寧な磨き。表面と口縁は
無文。胴部にかけて縦位のR縄文
を施文。

加曽利E３。暗黄色。胎土は密
だが3mm大の砂粒を少量含
む。焼成は良好。

口縁部片のため全体の器形は不
明。口唇部をやや肥厚して内傾す
る。

内面はやや丁寧な磨き。口唇部に
圧痕。表面に逆三角形状に押引き
を施す。

狢沢期。赤褐色。胎土はやや
粗く，細砂粒を少量含む。焼
成はやや不良。

胴部片のため，全体の器形は不明。内面は未調整。表面は逆「Ｕ」字状
の押引きを施す。

阿玉台。赤褐色。胎土はやや
粗く，金雲母を多く含む。焼成
はやや不良。

口縁部片。口唇部を肥厚させ，大
きく外反する。

内面はやや丁寧な磨き。表面剥落
が著しい。ヒダ状の圧痕を施す。

狢沢期。黒色。胎土は比較的
密。細砂粒を少量含む。焼成
は良好。

口縁片のため全体の器形は不明。
口唇部を肥厚させ外反する。

内面は未調整。口唇部と表面に横
位の押し引き。

狢沢期。暗茶色。胎土はやや
粗く，細砂粒を多く含む。焼成
はやや不良。

口縁から胴部にかけてややふくれ
る。口唇部は内傾して肥厚する。

内面は未調整。表面は貼付隆帯に
よって横位に区画し，隆帯に沿っ
て押し引きを施す。口唇部にも刻
目を施す。

狢沢期。暗黄色。胎土は粗く
細砂粒を多量に含む。焼成は
不良。

(4.0）

把手。 内面はやや丁寧な磨き。表面は四
段のこぶ状の把手。把手に沿って
押し引きを施す。

狢沢期。暗茶色。胎土は比較
的密。細砂粒を少量含む。焼
成は良好。

胴部片のため全体の器形は不明。 内面は未調整，表面は浅い条線。 田戸上層。赤褐色，胎土は粗
く，1mm大の砂粒を多く含む。
焼成は良好。

胴部片のため全体の器形は不明。 内面は未調整。表面は深く屈曲す
る沈線とＳ字状の沈線を施す。

早期前半？灰褐色。胎土は
粗く繊維を多く含む。焼成は
良好。

(5.8）

胴部片のため全体の器形は不明。 内面は粗い磨き。表面は全体に横
位の平行する押し引きを施文す
る。

田戸上層。赤褐色，胎土は粗
く，繊維を少量含，２mm大の
砂粒，細砂粒を多く含む。焼
成は良好。

胴部片のため全体の器形は不明。 内面は未調整，表面は無文。 田戸上層。赤褐色。胎土は粗
く，1mm大の砂粒を多く含む。
繊維を少量含む。焼成はやや
良好。

口径
器高
底径
（ｃｍ）

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

口縁部から胴部にかけて円筒状を
呈す。

内面は剥落が著しく，未調整。表
面は上から横位の刻目。三条の沈
線横位の刻目，斜位の浅い沈線，
斜位の刻目を施す。

田戸上層。赤褐色，胎土は粗
く，繊維，細砂粒を多く含む。
焼成は良好。
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第 12 表　K21 － 15 遺物観察表（旧石器時代石器）

挿図
写真

遺物番号

種別
形態

重量 遺存
状態

石材

第37図20
写真26‐

打製石斧
基部欠
損

ホルンフェル
ス

第37図21
写真26‐

抉入磨石 完形 花崗岩

第37図22
写真26‐

剥片 閃緑岩

表土

石斧の未製品か？

不整楕円形の川原石の
両端部に抉りを入れる
が、左端部の方が深い。

表土

Ⅲｂ層

出土位置
最大長 最大幅 最大厚

備考

小形ででやや寸詰まりの
剥片を素材とし、粗い調
整で成形。
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12　K21-15 JE0711　K21-15 JE06

10　K21-15 JE059　K21-15JE04
8　K21-15　JE03

7　K21-15 JE02

6　K21-15 JE01

5　K21-15 JB05
4　K21-15 JB04

3　K21-15 JB03

2　K21-15 JB02

1　K21-15 JB01

第　図　出土遺物写真 １写真 25　出土遺物写真（１）
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13　K21-15 JF01
14　K21-15 JF02

16　K21-15 JF03 17　K21-15 JF04

15　K21-15 JF05

18　K21-15 JF06
19　K21-15 JF07

22　K21-15 AG01

21　K21-15 AM01

20　K21-15 AT01

第　図　出土遺物写真 ２写真 26　出土遺物写真（２）
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第３節　確認調査

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 247.99㎡ 遺物箱数 ６箱

検出遺構

主な遺物

 国分寺市西元町3-28-15

 賃貸住宅建設

 平成25年５月１日～６月17日

 SB87,325,326,327/SI816～819
 SK3440～3443/SZ35～40
 SX340～349/P

 土師器・須恵器・土師質土器・
 陶製品・瓦塼類・銭貨・骨

（１）武蔵国分寺跡第 695 次調査

　　第 38 図　MK Ⅰ－ 695 調査地点位置図

１．調査の経緯

　調査地点は西元町３丁目 28 － 15 番に所在し、野川源流の元町用水と並走する「もとまち通り」の南側

で、国分寺崖線下の立川段丘面上に立地する。事業対象地内の現況地形は南西から北東へ向かって低く緩や

かに傾斜し、現況標高は約 62.4 ～ 61.6 ｍをはかる。また、調査地点は武蔵国分寺僧寺伽藍地東辺の中央

付近にあたり、東京都指定名勝真姿の池湧水群と七重塔に挟まれたほぼ中間にも位置している（第 38・39

図）。本事業地は、平成 25 年２月 15 日に文化財保護法第 93 条に基づく埋蔵文化財発掘の届出があり、同

年度末に既存の旧家を解体した後で、２棟の木造賃貸住宅（アパート）を建設する計画が示された。これを

受けて国分寺市教育委員会では、当該地は国分寺市№ 10 遺跡の範囲に含まれることに加え、国史跡武蔵国

分寺跡の新整備基本計画（平成 14 年度策定）、まちづくり計画（平成 19 年度策定）、保存管理計画（平成

23 年度策定）等の諸計画において将来的に保存整備を念頭に入れた重要な地域としていること、さらには

下記の理由から確認調査を実施する必要がある旨の意見を付して、届出を東京都教育委員会へ進達した。

　当該地西側の南北道路上では、国分寺市遺跡調査会が昭和 53 ～ 54 年度に公共下水道（南部地区 19 号

工事４路線）敷設に伴う発掘調査を実施している（武蔵国分寺跡第 87 次調査）。その時の調査で下水敷設

予定の箇所に規模の大きな柱穴群が整然と並び、かつそれらが東側へ展開している状況が把握されたため、

道路の東側に隣接する民有地内においても、当時の地権者の同意を得て庭先に追加トレンチを設定したとこ

ろ、西側に庇を伴う南北棟の掘立柱建物を確認した（SB87 掘立柱建物跡）。SB87 は、庇を含む建物全体の

規模が桁行７間（20.8 ｍ）、梁行３間（8.6 ｍ）を測り、桁行の主軸方位はＮ－８°－Ｅを示す。また、柱穴

は幅約 1.8 ｍ前後の円形もしくは楕円形状のプランを呈し、確認面から柱穴底までの深さは平均で約 1.2 ｍ

前後、柱間寸法はやや不統一ながらも庇・身舎ともに約９尺（３ｍ）を測る規模の大きな建物跡であった（第

41・43 図）。第 87 次調査では、建物を構成する柱穴のうち１－２～８、２－１～３・５～８、３－１・８、

４－１・２・８の 19 基を検出し、柱穴１－４・５、２－１・２、３－１については覆土を半載後に完掘し

ているが（第 44 図）、土層堆積状況の観察から、建物はつごうＡ～Ｅ期の５時期の建て替えを行った形跡

があり、出土遺物の検討によってその所産時期は８世紀後半～ 10 世紀前半頃の長期間におよんだ、という

調査時点での所見を得ている（上敷領 1994）。さらに、この下水道敷設に伴う一連の発掘調査では、本地

点の周辺からは SB87 と同様に、桁行が５間以上の大型掘立柱建物が集中して発見されている。これらは、

①僧寺中枢部の東に隣接して占地すること、②伽藍地東辺溝とほぼ同方位で南北棟の大型建物を含むこと、
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第 39 図　武蔵国分寺伽藍と第 695・696・699 次調査地点位置関係図

③国分寺の盛期にあたる８世紀後半から長期にわたり存続していること、④ SB87 から「納屋」を表すと考

えられる「納」の墨書土器が出土していること、等から政所院あるいは太衆院の一部を構成する建物である

ことが想定されている（上敷領前掲）。

　そのため、届出を受理した市教育委員会は、第 87 次調査のデータを参考としながら、２棟（Ａ号棟・Ｂ号棟）

の賃貸住宅建設計画のうち、工事の掘削深度が深くおよぶ雨水浸透トレンチ設置予定部分にＢ・Ｆトレンチ

を、給排水管敷設部分にＡ～Ｄトレンチを、そして掘削深度こそ深くはないが、SB87 身舎東側の柱筋を探

る目的から追加で南北のＥトレンチを設け、結果的に開発区域 1,613㎡のうち約 15％にあたる 247㎡に対

して確認調査を行うことにした（第 40 図）。なお、本調査は工事期間の関係から国庫補助事業の交付決定

前の５月１日に着手している。

２．調査の結果

　発掘調査は重機を用いて表土を掘削したが、調査着手時点で障害物のあった旧主屋部分にかかるＣトレン

チの東側は一部人力により掘り下げを行った。その結果、いずれのトレンチでも現地表面下約 40 ～ 50cm
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第 40 図　賃貸住宅建設計画とトレンチ配置図

の深さから古代～近世の遺構が確認された。以下、各時代ごとに発見された遺構・遺物の概要を記す。

（１）近世の遺構と遺物

　Ｃトレンチの東側で旧主屋直下において、ピット状の遺構が 17 基確認された。いずれもロームブロック

を多量に含んだ暗褐色土を覆土とし、確認面からの深さは約 40cm 程度であった。部分的な調査のため詳

細は不明だが、解体された旧主屋は明治 15 年建築の石場建て民家で、その前身となる掘立柱建物を構成す

る柱穴群と思われる。出土遺物は、第 48 図４～ 11・23・24 に示した。４は濃青色の呉須を用い、細筆書

により絵付した染付碗（端反碗か？）で 19 世紀の肥前系の製品、５は粘土紐による三足がとり付く瀬戸・

美濃産の灰釉筒形香炉で、表面に半菊文を彫刻する 18 世紀代の製品である。ともにＢトレンチの攪乱坑（旧

家屋に付帯していたウチグラの基礎に相当する部分）から出土した（写真 44）。６～９はいずれも表土中か

ら採集された瓦で、６・７は連珠三巴文の軒丸瓦、８も同種の文様だが巴が左巻きの軒桟瓦、９は平瓦である。

江戸遺跡の類例から 19 世紀前半以降の文様構成と見られる（金子 1996・2006 他）。10・11 は方柱状を

呈する流紋岩質の砥石で、中央より端部で砥ぎ減りが目立つことから提げ砥であった可能性が考えられよう。

11 は側面に鋸引きの痕跡を留めている。23・24 は銅銭で銭銘は寛永通宝、字体から類推していずれも 17

世紀末以降の新寛永と思われる。23 はＣトレンチを人力掘削中、旧主屋の土間を造成した土層中より出土

している。
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第 41 図　MK Ⅰ－ 695 調査区全体図

（２）中世の遺構と遺物

　確認調査のため未掘の遺構が多く、覆土の様相だけから中世と近世の遺構を厳密に識別することは困難で

あるが、中世の遺構は墓壙６基とピット 3 基を確認した。墓壙は旧主屋南側の庭先にあたるＢトレンチで

４基、旧主屋西側のＣトレンチ、北側のＤトレンチで各１基ずつが検出された。このうち、人骨（骨片を含

む）を伴うものはＢトレンチの４基（SZ37 ～ 40）のみで、Ｃ・Ｄトレンチの SZ35・36 には人骨こそ出

土していないが、掘り方の形状や出土遺物（かわらけ・銭貨等）から墓壙の可能性が高いものとみている。

また、ピットは完形のかわらけ（第 48 図３）が出土した P4 と同質の覆土をもつものが、Ｄトレンチを中
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第 42 図　中世墓ＳＺ 35 ～ 40

心に８基確認された。

SZ35（第 42・48・49 図）

　Ｄトレンチ中央に位置し、表土直下で発見された。１ｍ幅のトレンチであるため、南北両側はさらに調査

区外へ広がるが、幅は 80cm、確認面からの深さは約 30cm を測る。北西隅の覆土下層から銭貨６枚と完形

の土師質土器（かわらけ）１点が出土した。第 48 図１はロクロ整形によるかわらけで、底部には回転糸切

を施している。全体的にシャープな器形を呈し、胎土も精練された粘土を用いているが、体部や底部外面に

指頭痕を留めるなど、雑な作りの印象も留めている。銭貨（第 49 図 13 ～ 18）は永楽通寶４枚の他に、北

宋銭の皇宋通寶と政和通寶が各１枚ずつ加わる組成である。

SZ36（第 42・48・49 図、写真 43）

　Ｃトレンチ中央やや西寄りで、SZ35 の南約 12 ｍ離れて位置する。本墓壙もトレンチの南北両側でそ

れぞれ調査区外へと延びており、全体の形状は把握出来ていないが、幅は 90cm、確認面からの深さは約

80cm を測る。やはり北西隅にあたる覆土下層から完形のかわらけが１点と、出土位置・層位は不明ながら

覆土中より銭貨が１点出土している。第 48 図２はロクロ整形のかわらけで、底部には回転糸切を施す。同
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図１よりも砂粒を多く含む粗い胎土で、体部中位から口縁部にかけては、ややラッパ状に開く器形を呈して

いる。銭貨（第 49 図 19）は、永楽通寶であった。

SZ37（第 42・49 図、写真 27・39・41）

　Ｂトレンチ中央やや南寄りの位置から発見された。周囲にはロームを含む黒褐色土が不整形状に広がって

いて、プラン把握時は本墓壙との識別は難しかったが、掘り下げていく過程で次第に形状が掴めてきた。平

面は南北に長軸を有する長方形プランを呈し、長さ 120cm、幅 85cm、深さは 50cm を測る。人骨の遺存

状態は必ずしも良好ではないが、頭蓋骨を北側に据え、四肢骨・大腿骨が横たわっている状況から側臥屈葬

による埋葬方法であったことがうかがえる（出土人骨の人類学的な観察所見は次節で触れる）。遺物は頭蓋

骨付近から２枚の銭貨が、また出土位置は明確ではないが、四肢骨・大腿骨部分の人骨とともに取り上げた

土壌中からは３点の鉄釘が出土している。第 49 図 20・21 は銭貨で、それぞれ天聖元寶・淳化元寶の北宋

銭である。同図 25 ～ 27 は頭部が欠損しているが、いずれも断面が方形を呈する鉄釘である。錆に木目が

付着していることから、木の棺に打ち付けたものと思われる。

SZ38 ～ 40（第 42・49 図、写真 27・39・40・42）

　Ｂトレンチ中央やや東寄りの位置から発見された。長さ 120cm、幅 80cm 規模の長方形状の土坑３基が

重複しており、それぞれの覆土が似ていたこともあってプランの把握には難渋したが、ジョレンによる精査

を繰り返す過程で人骨と思しき白色粉を見出し、墓壙と意識して調査を行った。したがって、確認面からの

深さはいずれも 20 ～ 30cm と浅いものとなってしまっている。いずれの墓壙からも人骨が出土しているが、

遺存状況は悪く、形状を維持したまま取り上げることは非常に困難であった。このうち SZ39 出土の頭蓋骨

１点については、次節で人類学的所見を述べる。第 49 図 12 は銭貨で、SZ38 の北東隅から出土した。発見

時は錆によって６枚が密着した状態であったが、アセトン溶液にしばらくの間浸潤させてから剥がしてみる

と、６枚すべてが永楽通寶であった（同図 12 －１～６）。

　その他、SZ35 付近の小穴（P4）からは、完形のかわらけ（第 48 図３）が出土している。ロクロ整形に

よるものだが、橙色に焼成された同図１・２のかわらけとは異なり、灰白色の軟質な胎土を有する。内面は

煤や油分が付着し、灯明具として使用された可能性がある。体部中位を指で強く押し当て、口縁部は屈曲し

て外上方に立ち上がる。底部に糸切痕は見えず、ヘラ状工具で撫でているようにも見えるが調整方法は判然

としない。また、表土中からは銭貨が１点出土している。第 49 図 22 で銭銘は元豊通寶（北宋銭）である。

（３）SZ37・39 出土人骨について（写真 27）

SZ37：（成人・男性）

　長方形の土坑に膝を曲げた側臥屈葬の状態で検出されている。頭蓋と四肢骨部分がその保存状態から推測

できるが、四肢骨は白く粉末状になっており、明確に部位の同定はできない。

　頭蓋骨は眉間部、後頭部、左右側頭骨の錐体が保存されている。顔面部分や下顎骨、歯の確認はできない。

眉間から眉弓部分は明瞭に帯状に隆起しており、特に眉間部分から鼻根部に続く凹みが非常に強い。明らか

に男性的な特徴を示している。また、左右側頭部錐体は頑丈である。乳様突起の先端は破損しているが、基

底部は頑丈であり、男性と判断できる。さらに、後頭骨の外後頭隆起が顕著であり、周りの項筋付着面の隆

起が著しい。骨断面は厚く、最も厚い箇所で 1㎝である。これらの特徴は、前頭部の男性の特徴を補強する

形態である。頭蓋骨の内板は滑らかで、骨多孔や静脈溝圧痕、さらに疾病による変化はない。
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写真 27　SZ37・SZ39 出土人骨

の他は数㎝四方の細かい骨片である。大腿骨片は、骨壁断面が厚く、後面粗線が確認できる。骨壁断面が緻

密で、骨粗鬆症に見られる粗造な形状は観察できない。脛骨片も数点保存されている。ヒラメ筋線が確認で

きる。ヒラメ筋線の隆起部分に骨棘は形成されておらず、加齢傾向は観察できない。本土坑から出土した人

骨の性別は、頭蓋骨の特徴から判断して明らかに男性である。年齢は、歯が保存されておらず、詳細な年齢

は不明であるといわざるをえない。しかし、大腿骨後面粗線やヒラメ筋線に骨棘などの経年性変化が見られ

ないことから、熟年や老年ではない。成人としかいえない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 43 図　ＳＢ 87 全体図
　　　　　　　　（※第 87 次調査時の図面は『概報ⅩⅩ』をトレース）
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第 44 図　ＳＢ 87 柱穴詳細図（上敷領 1994 より転載）

A-1.暗茶褐色土 (Ⅲ層ブロックを含む。A期柱痕跡）

A-2.暗茶褐色土（ロームブロックを含む。A期抜き穴）

A-3.暗茶褐色土（ロームブロック、粘質土ブロックを含む。A期埋土）

A-4.暗黄茶褐色土（ロームブロック、ローム粒子を多量に含む。A期埋土）

A-5.暗褐色土（ロームブロック、暗褐色土の互層。A期柱痕跡）

B-1.暗黄褐色土（ローム粒子と黒い色土の互層。B期埋土）

C-1.暗褐色土（ローム粒子を多く含む。C期埋土）

C-2.黒褐色土（ロームブロックを多く含む。C期埋土）

C-3.暗茶褐色土 (黒色土とⅢ層の互層。C期埋土）

D-1.暗茶褐色土（ローム粒子、ロームブロックを多く含む。D期柱痕跡）

D-2.黒茶褐色土（ロームブロックを多く含む。D期埋土）

E-1.茶褐色土 (Ⅲ層のブロックを多く含む。E期柱痕跡）

E-2.黒色土（黒色土主体で極めて硬質）
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SZ39：（成人・男性）

　頭蓋骨しか確認できず、四肢骨は保存されていない。顔面部分は破損しており、確認できない。前頭骨か

ら側頭骨、頭頂骨から後頭骨が保存されている。後頭部外後頭隆起が顕著で、骨壁断面は最も厚い部分で１

㎝になる。項筋付着面の表面の隆起が強く、筋肉の良好な発達がうかがえる。明らかに性別は男性と判断で

きる。側頭骨の錐体は大きく、外耳孔は大きな楕円形を呈している。ラムダ縫合の一部が確認でき、縫合の
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第 45 図　SB87 出土遺物（上敷領 1994 より転載）及び関連遺物
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須恵器
柱穴3-8(B期埋土) 須恵器

柱穴4-8(A期埋土)
須恵器
柱穴2-1(A-2期抜穴)

須恵器
柱穴2-1(A-3期埋土)

須恵器
柱穴1-4(A-1期柱痕)

須恵器
柱穴2-6(A期埋土)

土師質土器
柱穴1-3(A期埋土)

須恵器
柱穴2-2(A-3期埋土)

宇瓦(281-C型式・谷野瓦窯)
柱穴1-5(A-1期柱痕)

円面硯
開発事業地内表採

土師質土器
表土

　四肢骨は、骨体中央部が細長い骨片となって保存されている。管状のまま保存されているものはない。長

いもので 15㎝ほどの破片となっているものが数点、5㎝から 10㎝程度の破片が数十片保存されている。そ

癒合消失はない。経年性変化はない。以上の特徴から、当土坑墓から検出された頭蓋骨は、成人男性のもの

と思われる。縫合が癒合し、消失している痕跡はなく、年齢が進んだ個体であるとは言い難い。したがって、

比較的若い壮年期のものと推測される。

　SZ37 および SZ39 から出土された人骨は、各土坑に１体埋葬され合計２体である。いずれも成人男性で

あり、経年性の変化が特に確認できず、壮年期に属すると推測される。熟年や老年のような年齢の進んだ個

体ではない。保存されている２体とも頭蓋骨や四肢骨に疾病による変化は確認できない。

（４）古代の遺構と遺物

　一部を除いてプランの確認のみに留めているため、詳細が不明なものも含まれるが、掘立柱建物３棟、竪

穴住居４棟の他、土坑・ピット等が確認された。

SB87（第 41・43 ～ 45 図、写真 36 ～ 38）

　冒頭で触れたとおり、昭和 53 年度の第 87 次調査で検出した掘立柱建物である。今回の調査で設定した

Ｅトレンチから、身舎の東側柱筋に相当する柱穴群８基（柱穴４－１～８）を確認した。Ｃトレンチにおい

ても４列以東に柱穴が広がる様子はないため、身舎の東には庇は付かず、西側だけの片庇建物となるようで

ある。近代以降の攪乱の影響もあって柱穴自体の遺存状況は悪いが、柱穴４－２・３・６などに見られるよ

うに、平面プランは長方形を基調とし、およそ南北 120cm、東西 230cm 程度の規模を有している。柱穴
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第 46 図　SB237 全体図

１．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性あり。締まりあり。

２．黒褐色土　ローム粒をやや多く含む。粘性あり。締まりあり。

３．黒褐色土　ローム粒を含む。粘性あり。締まりあり。

４．灰黄褐色土　ローム粒を多量に含む。粘性あり。締まりあり。

１．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性あり。締まりややあり。

２．暗褐色土　ロームブロック少量含む。粘性あり。締まりあり。

３．灰黄褐色土　ローム粒多く含む。粘性あり。締まりあり。

１．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性あり。締まりややあり。

２．黒褐色土　ローム粒多く含む。粘性あり。締まりあり。

３．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性強い。締まりややあり。

４．黒褐色土　ローム粒やや多く含む。粘性強い。締まりあり。
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第 47 図　SB235 全体図

の平面プランが優に２ｍを超えるのは、僧寺伽藍中枢部を囲繞する掘立柱塀の柱穴にも匹敵する大きさとい

え（国分寺市遺跡調査会 2014）、規模の面からも特別な役割を持った建物と類推できる。なお、今回の発

掘調査で出土したものではないが、開発事業地内から表採された遺物の中に須恵質の円面硯が１点含まれて

いた（第 46 図右下）。脚部に透かしを施すもので、武蔵国分寺全体を見渡しても硯の出土例は決して多く

はなく、特殊な建物と関連した遺物として捉えられそうである。　

SB237（第 41・46・50 ～ 52 図、写真 31）

　Ｃ～Ｆトレンチが交錯する範囲を中心に検出された。調査区の対象地外へも伸びており、建物の全体形が

判明している訳ではないが、桁行４間もしくは４間以上（11.0 ｍ以上）、梁行２間（4.8 ｍ）の建物である。

柱穴は全部で７基を確認し、柱穴１・３・４・７は一辺 90cm 程の方形、柱穴２・５・６は径 90cm 程の

円形状の平面プランを呈している。これらの柱穴は約 2.4 ｍの距離を隔てて並んでおり、桁方向を主軸とみ

た場合、建物の方位はＮ－３°－Ｅを示している。このうち柱穴５～７の３基について部分的に覆土の掘り

下げを行ったところ、確認面からの深さは 45 ～ 50cm で、柱穴５・７などは柱を抜き取った形跡が認めら

れた。遺物は、第 50・51 図 39・40 の男瓦、42 の女瓦、第 52 図 44・45 の塼があり、いずれも柱穴６

から出土した。

SB235（第 41・47・51 図、写真 31）

　SB237 と同じくＦトレンチ内で発見された。掘立柱建物を構成する柱穴群か塀の一部かは判然としない

ところだが、便宜的に同種・同規模の柱穴が約 2.2 ｍスパンで３基並んでいる部分を SB235 と命名した。

0
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プラン確認範囲・未掘範囲

１．灰黄褐色土　ローム粒を多く含む。粘性あり。締まりややあり。

２．灰黄褐色土　ローム粒を含む。粘性あり。締まりあり。

３．灰黄褐色土　ローム粒を少量含む。粘性あり。締まりあり。

４．灰黄褐色土　ローム粒を含む。粘性あり。締まりやや強い。

５．灰黄褐色土　ローム粒を多く含む。粘性あり。締まりあり。

１．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性あり。締まりあり。

２．暗褐色土　ローム粒をやや多く含む。粘性あり。締まりあり。

３．黒褐色土　ロームブロックをやや多く含む。粘性あり。締まり強い。

４．黄褐色土　ローム土主体。粘性あり。締まりあり。

１．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性あり。締まりややあり。

２．黒褐色土　ローム粒少量含む。粘性やや強い。締まりややあり。

３．灰黄褐色土　ローム粒を多く含む。粘性あり。締まりあり。

第　図　MKⅠ-695　SB237
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第 48 図　出土遺物実測図（１）
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第 49 図　出土遺物実測図（２）
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第 50 図　出土遺物実測図（3）
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第 51 図　出土遺物実測図（４）
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第 52 図　出土遺物実測図（５）

全長は 4.2 ｍを測り、３基ともプランを確認後、それぞれ一部で覆土の掘り下げを行っている。柱穴１・３

は一辺 80cm の方形、柱穴２は不整形を呈し、いずれも深さは 30cm 程度を測る。図示した遺物は、柱穴

２から出土した男瓦（第 51 図 41）がある。

SI816（第 41・49・50 図）

　SB87 の柱穴４－５の南西側で、黒味の強い土が東西約 2.0 ｍ×南北 2.5 ｍにわたって広がる範囲を住居

として認識した。当該範囲には遺物を多く含んでおり、第 49 図 28 ～ 32、第 50 図 36 の土器類および第

52 図 46 の塼等が出土している。30・36 などの大振りな須恵器坏・蓋は８世紀代、28・31・32 の小振り

な土師器埦・須恵器坏は９世紀代の所産と思われるが、SB87 との新旧関係は不明である。
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№ 種別 製品の特徴

土師質土器
坏

(かわらけ)

法量　口径10.6/器高3.2/底径5.0　成形・整形　腰部は丸みをもって立ち上がる。底部回転糸
切、ロクロ成形。　遺存状況　ほぼ完形　焼成　普通　色調　茶褐色　胎土　砂粒含み、やや
粗い。　出土位置　SZ35覆土　遺物番号PL01

土師質土器
坏

(かわらけ)

法量　口径11.1/器高3.2/底径5.6　成形・整形　体部上方はラッパ状に開く。底部回転糸切、
ロクロ成形。　遺存状況　ほぼ完形　焼成　普通　色調　茶褐色　胎土　砂粒・雲母含み、や
や粗い。　出土位置　SZ36覆土　遺物番号PL02

土師質土器
坏

(かわらけ)

法量　口径11.0/器高3.7/底径4.5　成形・整形　体部上方はラッパ状に開く。底部回転糸切、
ロクロ成形。　遺存状況　完形　焼成　普通　色調　灰白色　胎土　砂粒含み、やや密。　出
土位置　P4覆土　遺物番号PL03

陶磁器
染付碗

法量　口径－/器高((4.2))/底径－　成形・整形　濃青色の呉須で絵付　遺存状況　体部片　産
地　肥前系　出土位置　攪乱(旧主屋ウチグラ基礎)　遺物番号PT01　備考　端反碗

陶磁器
灰釉筒型香炉

法量　口径－/器高(4.0)/底径((7.8))　成形・整形　外面に半菊文様の彫刻、飴色の灰釉を施
釉。　産地　瀬戸・美濃　遺存状況　底部～体部片　出土位置　攪乱(旧主屋ウチグラ基礎)
遺物番号PT02

軒丸瓦
法量　直径14.4/弁区径9.9/外区幅1.9　特徴　連珠三巴Ｃ種右巻14珠　遺存状況　瓦当部のみ
焼成　良好　色調　暗灰色　胎土　雲母含み密　出土位置　表土　遺物番号PT03

軒丸瓦
法量　直径(6.3)/中房径(1.1)/弁区径(4.0)/弁幅(1.4)/外区幅2.8/内縁幅0.4/外縁幅2.4/外縁
高0.6/全長(2.7)　特徴　連珠三巴Ｃ種右巻14珠　遺存状況　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土
瓦当表面に雲母粉　出土位置　表土　遺物番号PT04

軒桟瓦
法量　直径7.2/幅1.2/全長(2.5)　特徴　連珠三巴Ｃ種左巻８珠　遺存状況　瓦当部のみ　焼成
良好　色調　暗灰色　胎土　瓦当表面に雲母粉　出土位置　表土　遺物番号PT05

平瓦
法量　狭端(12.2)/全長(7.2)/厚み2.0　特徴　表裏面ナデ　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土
雲母やや多く含む。　出土位置　表土　遺物番号PT06

石製品
砥石

法量　長さ(9.3)/幅2.5/厚み2.6/重量88.5　遺存状況　両端欠損　石材　流紋岩　備考　３面
を砥面として利用。　遺物番号GL01

石製品
砥石

法量　長さ(10.5)/幅(3.4)/厚み2.5/7重量122.4　遺存状況　片端欠損　石材　流紋岩　備考
２面を砥面として利用。１面に鋸状加工痕。　遺物番号GL02

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.6/厚さ0.1/重量4.2　出土位置　SZ38覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番
号　MA07-1　備考　12-1～6の６枚は錆により固着した状態で出土。

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.6/内径0.6/厚さ0.1/重量3.1　出土位置　SZ38覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番
号　MA07-2　備考　12-1～6の６枚は錆により固着した状態で出土。

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.4/内径0.5/厚さ0.1/重量3.2　出土位置　SZ38覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番
号　MA07-3　備考　12-1～6の６枚は錆により固着した状態で出土。

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.5/厚さ0.1/重量3.1　出土位置　SZ38覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番
号　MA07-4　備考　12-1～6の６枚は錆により固着した状態で出土。

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.5/厚さ0.1/重量3.3　出土位置　SZ38覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番
号　MA07-5　備考　12-1～6の６枚は錆により固着した状態で出土。

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.6/厚さ0.1/重量3.7　出土位置　SZ38覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番
号　MA07-6　備考　12-1～6の６枚は錆により固着した状態で出土。

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.6/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　SZ35覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番号　MA01
備考

第 13 表　MK Ⅰ－ 695 遺物観察表（１）
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№ 種別 製品の特徴

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　SZ35覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番号　MA02
備考

銭貨
皇宋通寶

法量　外径2.5/内径0.7/厚さ0.1　出土位置　SZ35覆土　初鋳年　1038年(北宋)　遺物番号
MA03　備考

銭貨
政和通寶

法量　外径2.4/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　SZ35覆土　初鋳年　1111年(北宋)　遺物番号
MA04-1　備考

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　SZ35覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番号
MA04-2　備考

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.6/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　SZ35覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番号　MA05
備考

銭貨
永楽通寶

法量　外径2.5/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　SZ36覆土　初鋳年　1408年(明)　遺物番号　MA06
備考

銭貨
天聖元寶

法量　外径2.5/内径0.7/厚さ0.1　出土位置　SZ37覆土　初鋳年　1023年(北宋)　遺物番号
MA08　備考　篆書

銭貨
淳化元寶

法量　外径2.5/内径0.5/厚さ0.1　出土位置　SZ37覆土　初鋳年　990年(北宋)　遺物番号
MA09　備考　草書

銭貨
元豊通寶

法量　外径2.4/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　表土　初鋳年　1078年(北宋)　遺物番号　MA10
備考

銭貨
寛永通寶

法量　外径2.5/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　表土　初鋳年　　遺物番号　MA11　備考　新寛永

銭貨
寛永通寶

法量　外径2.4/内径0.6/厚さ0.1　出土位置　表土　初鋳年　　遺物番号　MA12　備考　新寛永

鉄製品
釘

法量　長さ8.9/幅0.7/厚み0.5/重量4.8ｇ　出土位置　SZ37覆土

鉄製品
釘

法量　長さ(6.3)/幅0.9/厚み0.5/重量4.2g　出土位置　SZ37覆土

鉄製品
釘

法量　長さ(3.1)/幅2.1/厚み1.3/重量3.5ｇ　出土位置　SZ37覆土

土師器
埦

法量　口径11.4/器高4.6/底径6.8　成形・整形　口縁部～体部横ナデ、底部外面回転ナデ、腰
部は緩やかに口縁部は直立　気味に立ち上がる。　遺存状況　完形　焼成　普通　色調　橙褐
色　胎土　粗い、砂粒多く含む。　出土位置　SI816確認面　遺物番号PH01

須恵器
坏

法量　口径((14.0))/器高(4.4)/底径－　成形・整形　ロクロナデ、やや丸みをもって立ち上が
る。　遺存状況　体部1/4　焼成　普通　色調　橙褐色　胎土　砂粒・雲母を含み密　出土位置
SI816確認面　遺物番号PK01

須恵器
坏

法量　口径((10.8))/器高3.1/底径((6.4))　成形・整形　口縁部～体部ロクロナデ、底部外面
回転糸切→外周回転ヘラ削り。　遺存状況　底部1/8　焼成　良好　色調　青灰色　胎土　砂
粒・骨針含む。　出土位置　SI816確認面　備考　南比企窯産　遺物番号PK02

須恵器
坏

法量　口径－/器高(1.4)/底径((5.6))　成形・整形　底部回転糸切　遺存状況　底部1/6　焼成
普通　色調　灰褐色　胎土　砂粒含み、やや粗い。　出土位置　SI816確認面　遺物番号PK03

第 14 表　MK Ⅰ－ 695 遺物観察表（２）
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№ 種別 製品の特徴

須恵器
坏

法量　口径－/器高(1.7)/底径((5.2))　成形・整形　底部回転糸切　遺存状況　底部1/4　焼成
普通　色調　茶褐色　胎土　礫・砂粒含み密　出土位置　SI816確認面　遺物番号PK04

須恵器
坏

法量　口径－/器高(2.0)/底径((12.0))　成形・整形　やや丸みをもって立ち上がる。底部回転
ヘラ削り。　遺存状況　底部片　焼成　良好　色調　青灰色　胎土　砂粒・骨針多く含み密。
出土位置　SI818確認面　備考　南比企窯産　遺物番号PK05

須恵器
坏

法量　口径－/器高(3.9)/底径6.2　成形・整形　やや丸みをもって立ち上がる。底部回転ヘラ
削り。　遺存状況　底部片　焼成　普通　色調　橙褐色　胎土　砂粒少量含むが密。　出土位
置　表土　遺物番号PK06

須恵器
坏

法量　口径((11.6))/器高4.1/底径5.1　成形・整形　体部は外上方に立ち上がる。底部回転ヘ
ラ削り。　遺存状況　口縁～底部1/3　焼成　普通　色調　灰褐色　胎土　砂粒少量含み、粗
い。　出土位置　表土　遺物番号PK07

須恵器
蓋

法量　口径((17.6))/器高(2.9)/底径－　成形・整形　体部回転ナデ、天井部回転ヘラ削り。
遺存状況　天井部1/4　焼成　普通　色調　灰褐色　胎土　砂粒少量含み密　出土位置　SI816
確認面　遺物番号PK08

古代瓦
鐙瓦

法量　狭端(11.4)/広端(13.3)/全長(31.8)/厚み1.4　成形・整形　素材：粘土紐　凹面：布目
21×21、絞り痕あり。　凸面：横ヘラ削り→ナデ。　側端面：ヘラ削り。　焼成　良好　色調
灰褐色　胎土　砂粒含むが緻密。表面に降灰釉付着。　出土位置　SI817確認面　遺物番号KA01

古代瓦
宇瓦

法量　上弦孤幅(6.1)/下弦孤幅(6.8)/厚み4.5/全長(6.4)　成形・整形　凹面布目、凸面ヘラ削
り。段顎。　焼成　良好　色調　橙褐色　胎土　赤スコリア・砂粒を多く含み、粗い。　出土
位置　攪乱　文様　三重孤文　遺物番号KB01

古代瓦
男瓦

法量　狭端9.2/広端－/全長(22.6)/厚み1.5　成形・整形　素材：粘土紐　凹面：布目20×21、
絞り痕あり。　凸面：横ヘラ削り→ナデ。　側端面：ヘラ削り。　焼成　良好　色調　灰褐色
胎土　砂粒・石英多く含み粗い。　出土位置　SB237柱穴6(抜穴)　遺物番号KC01

古代瓦
男瓦

法量　狭端(7.9)/広端－/全長(18.2)/厚み1.5　成形・整形　素材：－　凹面：布目15×15　凸
面：横ヘラ削り　側端面：ヘラ削り　焼成　良好　色調　灰褐色　胎土　砂粒・骨針含む。
出土位置　SB237柱穴6(抜穴)　遺物番号KC02　産地　南比企窯　備考　有段

古代瓦
男瓦

法量　狭端－/広端－/全長(6.0)/厚み1.4　成形・整形　素材：－　凹面：布目((21×21))　凸
面：横ヘラ削り　側端面：－　焼成　良好　色調　灰褐色　胎土　砂粒・骨針含む。　出土位
置　SB235柱穴3(抜穴)　遺物番号KC03　産地　南比企窯　備考　凸面に押印あり(文字不明)

古代瓦
女瓦

法量　狭端(9.2)/広端－/全長(16.2)/厚み2.3　成形・整形　素材：－　凹面：布目23×19　凸
面：縄叩き(Ｌ８本)　側端面：ヘラ削り　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土　礫・石英含み粗
い。　出土位置　SB237柱穴6(抜穴)　遺物番号KD01

古代瓦
女瓦

法量　狭端(8.0)/広端－/全長(19.3)/厚み2.0　成形・整形　素材：粘土板　凹面：布目16×20
凸面：斜格子叩き　側端面：ヘラ削り　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土　礫・石英含み粗
い。　出土位置　SI817確認面　遺物番号KD02

土製品
塼

法量　長辺(18.5)/短辺16.3/厚み5.6　成形・整形　素材：粘土板(６枚重ね)　上面・下面・側
面ともヘラ削り調整　焼成　良好　色調　灰白色　胎土　砂粒・骨針含み緻密。　出土位置
SB237柱穴6(抜穴)　遺物番号KH01　産地　南比企窯

土製品
塼

法量　長辺(14.7)/短辺16.6/厚み6.2　成形・整形　素材：－　上面・下面・側面ともヘラ削り
調整　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土　砂粒・石英含む。　出土位置　SB237柱穴6(抜穴)
遺物番号KH02

土製品
塼

法量　長辺(9.5)/短辺(8.1)/厚み5.8　成形・整形　素材：－　上面・下面・側面ともヘラ削り
調整　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土　砂粒・骨針含む。　出土位置　SI816確認面　産地
南比企窯　遺物番号KH03

第 15 表　MK Ⅰ－ 695 遺物観察表（３）

SI817（第 41・50・51 図、写真 32）

　Ｂトレンチの東端で発見された。北壁は約 5.0 ｍを有し、その中央部付近には白色の粘土と大振りの瓦片

が集中する箇所があり、おそらくはカマドの構築位置にあたると思われる。西壁部分は約 2.0 ｍを検出した

が、南側はさらに調査区の外へと伸びている。カマド付近からは、第 50 図 37 の瓦当部を欠損した鐙瓦、

第 51 図 43 の凸面格子目叩きを施す女瓦が出土している。
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写真 28　Ｅトレンチ砂埋戻し状況（東から） 写真 29　Ｂトレンチ遺物出土状況（北から）

写真 30　Ｂトレンチ東側全景（東から） 写真 31　SB235（南から）

写真 32　SI817 検出状況（東から）

写真 33　SI818 検出状況（北東から）

写真 34

Ｄトレンチ （東から）

写真 35

　Ａトレンチ（東から）
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写真 36　Ｃトレンチ（西から）

写真 37　Ｅトレンチ（南から）

写真 38　SB87 柱穴 4-3（西から）

SI818（第 41・49 図、写真 33）

　Ｂトレンチ中央の北寄りで発見された。住居の南端部のみの検出

で、南壁は 4.5 ｍ以上を測る。第 49 図 33 の須恵器坏が１点出土

している。　

SI819（第 41 図）

　Ａトレンチの中央東寄りで発見された。１ｍ幅のトレンチである

ため、南北両側は調査区の外へ伸びている。東西の幅は約 3.2 ｍを

測る。

　その他、表土・攪乱土中から出土した古代の遺物には、第 50 図

34・35 の須恵器坏、38 の三重弧文の宇瓦片などが認められた。

３．小結

　調査の結果、武蔵国分寺伽藍地の東辺部にあたる本調査地点では、

第 87 次調査の成果と合わせて、大型掘立柱建物 SB87 の全容が判

明した以外にも、複数の建物群が占地し、さらに時期は未詳ながら

も複数の竪穴住居群が分布する状況も明らかとなった。今回の調査

は、埋蔵文化財の内容・性格等を把握するための確認調査であるこ

とから、これまで報告してきた遺構は当初から記録保存目的ではな

く、覆土の掘削も必要最低限度の範囲に留めている。そのため、こ

こでは SB87 の性格やＡ～Ｅ期の５時期の変遷を示唆した前回の調

査における所見の当否を検討する余裕はなかったが、調査期間中は、

遺構の発見・分布状況に照らして建物の建設計画を地権者・施工業

者と度重なる協議を行い、掘削が深くおよぶ雨水浸透トレンチはこ

れらの遺構を避けながら敷設して頂くことになった。つまり、基本

的に古代・中世の遺構は、覆土を完全に掘り上げた中世墓 SZ37 以

外は、すべて現地にて保存の措置が図られることとなった訳である。

工期が差し迫った状況にも関わらず、埋蔵文化財の保護に理解を示

され、多大な御協力を賜った地権者並びに施工業者の方々には、こ

の場を借りて深く御礼を申し上げる次第である。なお、調査終了後

は、写真 28 にもあるとおり、遺構保護のため遺構検出面上に砂を

被せた状態で埋め戻しを行っている。

　このような中で、予想外の成果としては、古代武蔵国分寺の伽藍

中枢部に程近い当該地で、中世の土地利用の一端を掴めた事実であ

ろう。墓壙とピットが数基というごく限られた内容ではあるが、副

葬された銭貨（永楽銭）の存在から 15 世紀以降の所産であること

は明らかである。これまで武蔵国分寺界隈の中世情報は、どちらか

と言えば、尼寺北方の伝鎌倉街道・祥応寺跡の付近（福田 1996・
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写真 39　SZ37 ～ 40（北から） 写真 40　SZ38 ～ 40（西から）

写真 41　SZ37 人骨出土状況（西から） 写真 42　SZ38 人骨出土状況（南から）

写真 43　SZ36 かわらけ出土状況（南から） 写真 44　Ｂトレンチ土層堆積状況（北西から）

97）や JR 西国分寺駅周囲の恋ヶ窪廃寺跡・武蔵国分寺北方地区に偏って得られており（有吉 1986・板倉

2006 等）、僧寺伽藍中枢域近辺での状況は極めて不明確であった。本調査地点には調査着手直前まで明治

15 年建築の旧主屋があり、敷地北側を走るもとまち通り沿いには、今でも古くからの佇まいを留める民家

が数軒建ち並んでいる。この旧主屋については、かつて市教育委員会で歴史的建造物としての調査を行った

ことがあり（津山・大嶋他 1996）、今回、建物の解体時にも追加調査を実施している（依田 2013）。Ｃト

レンチで旧主屋の直下から発見された近世の柱穴群はこの前身の建物であった可能性があるが、現在の国分

寺市を構成する近世 10 ヶ村の一つ「国分寺村」の成り立ちを考える上でも、中世・近世の土地利用をめぐ

るこれらの情報は貴重な成果といえる。今後、周辺域で行われる発掘調査でも引き続き注視していく必要が

あろう。
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写真 45　出土遺物写真（１）
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写真 46　出土遺物写真（２）
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写真 47　出土遺物写真（３）
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（２）武蔵国分寺跡第 699 次調査

　  　第 52 図　MK Ⅳ－ 699 調査地点位置図

　調査の所在地は国分寺市西元町二丁目 2546 番 29 で、武蔵国分寺跡（№ 10・19 遺跡）の僧尼寺中間地

点にあたり、東山道武蔵跡が南北に通ると推定される地点である。本地点における東山道武蔵路は古代の官

道であるとともに、僧寺の寺院地西辺の区画の機能を有していたと考えられることや、国分寺崖線下であり

特徴的な立地にあたる。このため、市教育委員会は、当該地における東山道武蔵路の位置・規模・構造等を

確認し、遺構の情報を蓄積する目的で遺構確認調査を計画し、地権者と平成 25 年 12 月 24 日から調査実

施へ向けての調整を行い、平成 26 年１月 31 日に調査の承諾を得た（国教教ふ収第 757 号）。調査は市教

育委員会が国分寺市遺跡調査会に委託して、平成 26 年２月６日から３月 28 日まで実施した。調査区は東

山道武蔵路の推定位置に東西約 18 ｍ、南北約２ｍを設定した。遺構確認を行った結果、調査範囲全体に硬

く締まった層が確認され、下層遺構の存在を確認する目的で調査区南壁沿いにサブトレンチを設定し、遺構

の断ち割りを行った。調査面積は 37.8㎡である。地表下約 0.6 ～ 0.7 ｍの深さで遺構確認を行い、硬く締

まった層が確認された。東山道武蔵路の位置が不明確であるため、硬質層の構造や硬質層の下層にある遺構

の有無を確認する目的で、一部断ち割りを行った。硬質層を掘り下げた結果、複数の掘り込みが確認され

た。中でも規模の大きな２条の溝（SD427・428）が検出された位置は、東山道武蔵路の東西側溝の延長線

上にあたる。SD427 と SD428 の距離は芯々で約 12.5 ｍを測る。SD427 は上面幅３ｍ以上、底面幅約 0.6

ｍ、深さ約 1.1 ｍ、SD428 は上面幅約２ｍ、底面幅約 0.9 ｍ、深さ約 1.2 ｍを図る。その他掘り込みが７

箇所（A ～ I）確認された。A は幅約 0.7 ｍ以上、深さ約 0.3 ｍ以上、B は幅約 0.8 ｍ以上、深さ約 0.3 ｍ以

上、C は幅約 1.4 ｍ以上、深さ約 0.4 ｍ以上、Ｄは幅約 1.5 ｍ以上、深さ 0.6 ｍ以上、Ｅは幅約 1.1 ｍ以上、

深さ約 0.5 ｍ以上、Ｆは幅 1.5 ｍ以上、深さ約 0.5 ｍ以上、G は幅約 1.4 ｍ以上、深さ約 0.3 ｍ以上、H は

幅約 0.6 ｍ以上、深さ約 0.4 ｍ以上、I は幅約 1.3 ｍ以上、深さ 0.7 ｍ以上を測る。SD427・428 や掘り込

み A ～ I は掘り込み内へ土が堆積した後や堆積する過程で硬化した層が確認され、さらに、その硬質層を切っ

て掘り込みがなされる様子が断面観察で確認された。SD427・428 が最も古く、掘り込みの新旧関係は

A → B → C → D、E → F、Ｅ→ G → H → I である。硬質層は厚さ最大で 0.9 ｍを測り、上層は SD427・428

の間やその外側に東西約 16 ｍ範囲に広がる。硬質層から須恵器や土師器、瓦の小片が出土した。SX350 不

明掘り込みは、硬質層や SD427 を切る新しい掘り込みで、性格は不明。遺物は土師器・須恵器・瓦片が出

土した。今回確認された規模の大きな溝跡（SD427・428）や厚く堆積した硬質層は、通常市内で検出され

る一般的な東山道武蔵路とは異なった様相を呈する。溝の規模が大きい理由については、以下の可能性等が

考えられる。①本地点が武蔵国分僧寺の寺院地西辺区画としての性格が指摘されており、東山道武蔵路第１

期の溝を国分寺創建や整備に伴って、国分寺の区画溝と同等規模に掘り直しが行われたため。②湧水が多い

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 29.74㎡ 遺物箱数 １箱

検出遺構

主な遺物

 学術目的

 平成25年２月６日～３月28日

 須恵器・土師質土器・瓦

 国分寺市西元町2-1657-2
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第 53 図　MK Ⅳ－ 699 調査区全体図
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【掘り込みＩ：１～５】

１．黒褐色土　ローム粒・白色粘土粒微量。炭化粒・焼土粒極微量。粘性ややあり。締まり良い。

２．黒褐色土　ローム粒少量。白色粘土粒やや含む。焼土粒・炭化粒微量。粘性ややあり。締まり良い。

３．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。砂含む。粘性強い。締まり硬い。

４．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。黒色土粒微量。砂少量。粘性強い。締まり非常に硬い。

５．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。黒色土粒微量。４層と似る。粘性やや強い。締まり硬い。

【掘り込みＨ：６～８】

６．灰黒褐色土　ローム粒少量。酸化鉄あり。粘性あり。締まり非常に硬い。12層と似る。

７．黒褐色土　ローム粒・黒色土粒少量。砂やや多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

８．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。ローム粒微量。粘性強い。締まり非常に硬い。

【掘り込みＧ：９～11】

９．黒褐色～暗褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。ローム粒・黒色土粒微量。粘性強い。締まり硬い～非常に硬い。

10．黒褐色土～暗褐色土　ローム粒・黒色土粒少量。Ⅲb層土似粘性ブロック含む。粘性強い。締まり硬い。

11．黒褐色土　黒色土，Ⅲb・ｃ層土の粘性土からなる。ロム粒微量。粘性あり。締まり良い～やや硬い。

12．灰黒褐色土　ローム粒やや多い。ロームブロック極微量。砂多い。酸化鉄多い。粘性やや弱い。締まり非常に

　　　　　　　　硬い。

13．灰暗褐色土　ローム粒微量。砂粒少量。粘性あり。締まり非常に硬い。下層はローム粒少量。砂粒やや多い。

14．灰黒褐色土　ローム粒微量。酸化鉄やや多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

15．灰暗褐色土　ローム粒少量。酸化鉄分含む。灰黒褐色粘性土含む。砂粒含む。粘性あり。締まり硬い。

15’15層と同じ。

16．灰暗黄褐色土　ローム粒多い。ロームブロック少量。砂粒多い。小砂利含む。黒色土粒含む。粘性やや弱い。

　　　　　　　　　締まり非常に硬い。

【掘り込みＦ：17～32】

17．黒褐色土　Ⅲb土層似の粘性土主体。ローム粒極微量。粘性やや強い。締まり非常に硬い。

18．黒褐色～暗茶褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。ローム粒極微量。間層に砂とローム粒の厚さ１㎝の層あ

　　　　　　　　　　　　り。粘性強い。締まり非常に硬い。

19．暗褐色土　ローム粒多い。ロームブロック・黒色土粒含む。砂粒多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

20．暗褐色土　ローム粒多い。砂粒含む。下層に粘性土層あり。粘性あり。締まりやや硬い。

21．暗茶褐色土　Ⅲb層土似の粘性土と砂の互層。粘性強い。締まりやや硬い。

22．暗褐色土　ローム微粒多い。砂粒含む。粘性土含む。粘性あり。締まり良い。

23．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。上下２層あり。ローム粒極微量。粘性強い。締まりやや硬い。

24．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。粘性強い。締まり硬い。

25．23層と同じ。

26．黒褐色土　ローム粒少量。Ⅲb層土似の粘性土主体。粘性あり、締まり良い～やや硬い。

27．暗褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。ローム粒極微量。粘性強い。締まり硬い。

28．黒褐色土　ローム粒少量。砂粒含む。粘性あり。締まり硬い。

29．灰黒褐色土　ローム粒やや多い。黒色土粒含む。砂粒多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

30．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性ブロック入る。ローム粒含む。砂粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

31．黒褐色土　ローム粒微量。粘性あり。締まり良い。

32．31層と同じ。

【掘り込みＥ：33～40】

33．暗褐色粘性土とローム，黒色土の混合。ローム粒多い。ロームブロック含む。黒色土粒多い。Ⅲb層土似の粘

　　　　　　　　　　　　　性土含む。砂粒混入。粘性あり。締まり非常に硬い。

34．灰黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土と酸化鉄分の薄い層の互層。砂粒含む。粘性強い。締まり硬い。

35．灰黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。下層はやや酸化鉄分あり。粘性強い。締まり非常に硬い。

36．黒褐色土, ローム粒、砂粒からなる。粘性やや弱い。締まりやや硬い。

37．灰黒褐色土　Ⅲb層土似のくすんだ粘性土からなる。酸化鉄分含む。粘性強い。締まり硬い。

38．37層と同じ。

39．暗褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。酸化鉄分含む。粘性強い。締まり非常に硬い。

40．黒褐色土　Ⅲb層土似のくすんだ粘性ブロックからなる。粘性強い。締まり硬い～非常に硬い。

【掘り込みＤ：41～51】

41．灰黒褐色土　ローム粒微量　粘性あり，締まり非常に硬い。酸化鉄分含む。

42．暗褐色土　ローム粒多い。黒色土含む。酸化鉄分含む。砂粒混入。灰黒褐色土ブロック少量。粘性弱い。締ま  

               り非常に硬い。

42’灰黒褐色土　ローム粒少量。黒色土粒少量。酸化鉄分あり。粘性あり。締まり硬い。

43．灰黒褐色土　ブロック状の粘性土からなる。酸化鉄分含む。粘性強い。締まり非常に硬い。

44．灰黒褐色土　ブロック状の粘性土からなる。酸化鉄分含む。粘性強い。締まり硬い。

45．灰黒褐色土　ローム微粒やや多い。酸化鉄分多量。粘性あり。締まり硬い。

46．灰黒褐色土　ローム粒やや多い。ロームブロック微量。黒色土微量。酸化鉄分含む。粘性あり。締まり硬い。

47．灰暗褐色土　ローム粒やや多い。ロームブロック微量。酸化した鉄分含む。硬いブロック状粘性土混入。粘性

　　　　　　　　あり。締まりやや硬い～非常に硬い。

48．灰暗褐色土　ローム粒やや多い。黒色土少量。砂粒含む。粘性土多い。粘性やや強い。締まり非常に硬い。

49．灰黒褐色土　粘性土主体。ローム粒含む。黒色土少量。砂粒混入。粘性やや強い。締まり非常に強い。

50．灰暗褐色土　くずれた粘性土主体。ローム粒少量。黒色土少量。粘性やや強い。締まり硬い（下層は良い）。

51．黒褐色土　ローム粒微量。黒色土少量。上下面に酸化鉄分。粘性強い。

【掘り込みＣ：52～57】

52．灰暗褐色土　灰黒褐色土粘性土含む。ローム粒非常に多い。ロームブロック微量。黒色土粒含む。粘性やや弱

　　　　　　　　い。締まり非常に硬い。

53．灰黒褐色土　ローム粒少量。黒色土微量。酸化鉄分少量。粘性ややあり。締まり非常に硬い。

54．暗褐色土　ローム粒微量。酸化鉄分少量。粘性やや強い。締まり非常に硬い。

55．灰黒褐色土～灰暗褐色土　Ⅲa～ｃ層土似のブロック状の粘性土からなる。粘性強い。締まり非常に硬い。

56．暗茶褐色土　Ⅲｂ層土似の粘性土からなる。ローム粒微量。粘性強い。締まり非常に硬い。

57．灰暗褐色土　ローム粒多い。黒色土粒含む。砂粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

58．灰黒褐色土　ローム粒少量。酸化鉄分含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

59．灰黒褐色土　ローム粒微量。黒色土粒微量。砂粒混入。58層と似る。粘性あり。締まり非常に硬い。

60．灰黒褐色土　ローム粒やや多い。黒色土粒やや多い。砂粒混入。粘性あり。締まり非常に硬い。

【掘り込みＡ：61】

61．灰黒褐色土　ローム粒やや多い。黒色土粒含む。72層に似る。粘性あり。締まり非常に硬い。

62．灰黒褐色土　ローム粒含む。黒色土含む。Ⅲb層土含む。粘性あり。締まり硬い。

63．黒褐色土　上層はローム粒含む砂粒混じり、下層は混入少ない粘性土でローム少量。粘性あり。締まり非常に

               硬い。

64．黒褐色土　ローム粒多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

65．黒褐色土　ローム粒少量。黒色土粒微量。灰黒褐色土含む。下層にローム粒たまる。粘性やや弱い。締まり非

               常に硬い。

66．暗茶褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。ローム粒極微量。粘性強い。締まり非常に硬い。

67．灰黒褐色土　ローム粒少量。砂粒混入。粘性あり。締まり硬い。

68．灰黒褐色土　ローム粒少量。粘性あり。締まり非常に硬い。

69．灰黒褐色土　ローム粒含む。黒色土粒含む。砂粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

【掘り込みＢ：70～72】

70．黒褐色土　ローム粒少量。粘性あり。締まりあり。

71．黒褐色土　黒色土とⅢb層土似の粘性土主体。ローム粒少量。粘性あり。締まりやや硬い～良い。

72．黒褐色土　ローム粒含む。黒色土少量。Ⅲ層土少量。粘性あり。締まり非常に硬い。

73．ローム土と灰黒褐色土の混合。ローム粒多い。黒色土含む。粘性ややあり。締まり硬い。

74．黒褐色～暗茶褐色土　Ⅲb～ｃ層土似の粘性土からなる。粘性やや強い締まりやや硬い。

75．黒褐色土　ローム粒少量　砂粒少量。粘性あり。締まり硬い。

76．黒褐色土　ローム粒少量。砂粒多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

77．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。ローム粒微量。粘性強い。締まり非常に硬い。

78．黒褐色土　ローム粒少量　粘性あり。締まり非常に硬い。

79．黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロックやや多い。黒色土粒・砂粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

80．黒褐色土　ローム粒少量。Ⅲb層土似の粘性土主体。砂粒混入。粘性強い。締まり非常に硬い。

81．黒褐色土　Ⅲa層土似の土主体。ローム粒微量。砂粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

82．黒褐色土　ローム粒やや多い。ロームブロック少量。砂粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

83．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。ローム粒極微量。砂粒少量。粘性やや強い。締まり非常に硬い。

84．黒褐色土　Ⅲa層土似の土。ローム粒微量。81層と似る。粘性やや強い。締まり非常に硬い。

85．黒褐色土　ローム粒含む。粘性あり。締まり非常に硬い。

86．灰黒褐色粘性土と砂の互層。ローム微粒多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

87．黒褐色土　ローム粒少量。黒色土粒少量。砂粒多い。粘性あり。締まり非常に硬い。

88．黒褐色土　ローム少量。黒色土粒含む。Ⅲｂ層土似の粘性土多い。砂粒含む。粘性強い。締まり非常に硬い。

89．87層と同じ。

91．黒褐色土　黒色土とⅢb層土似の粘性土からなる。ローム粒少量。粘性やや強い。締まり非常に硬い。

92．黒褐色土　Ⅲa層土に似る。粘性やや強い。締まりやや硬い。

93．黒褐色土　Ⅲa層土に似る。上面酸化鉄分たまる。

94．黒褐色土　ローム粒多い。ローム粗粒少量。黒褐色土粒少量。砂粒含む。酸化鉄分含む。粘性あり。締まり非  

　　　　　　　常に硬い。

95．黒褐色土　ローム粒少量。黒色土粒微量。粘性あり。締まり非常に硬い。

96．黒褐色土　ローム粒含む。砂粒含む。粘性あり。締まり硬い。

97．黒褐色土　ローム粒微量。　砂粒少量入る粘性土。粘性やや強い。締まり硬い。

98．黒褐色土と暗茶褐色土の互層。粘性強い。締まり非常に硬い。

99．黒褐色土　Ⅲb層土似のくすんだ粘性土主体。ローム粒・砂粒やや多い。粘性強い。締まり非常に硬い。

100．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。99層と似る。粘性強い。締まり硬い。

101．黒褐色土　ローム粒微量。砂粒混入。粘性ややあり。締まりやや硬い。

102．黒褐色土　ロームブロック微量。黒色土粒少量。粘性土含む。砂粒含む。粘性あり。締まりやや硬い。

103．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土からなる。粘性強い。締まり硬い。

104．黒褐色土　Ⅲb層土似の粘性土主体。ローム粒・砂粒微量。粘性強い。締まりやや硬い。

105．黒褐色土　ローム微粒子含む。砂粒含む。103層に似る。粘性ややあり。締まりやや硬い。

106．黒褐色土　ローム粒少量。砂粒少量。東側Ⅲb層土似の粘性土多い。粘性あり。締まりやや硬い。

107．暗茶褐色土　Ⅲb～ｃ層土似の粘性土主体。ローム粒含む。砂粒含む。

108．ローム土と砂粒含む黒色土の互層。粘性あり。締まり硬い。

109．黒褐色土　ローム粒極微量。粘性あり。締まり良い。

110．109層と同じ。

111．黒褐色土　Ⅲ層土似の粘性土。ローム粒微量。粘性やや強い。締まり良い。

112．暗褐色土　ローム粒少量。粘性やや弱い。締まりあり。

113．灰黒褐色土　Ⅲｂ層土似のくすんだ粘性土主体。ローム粒微量。酸化鉄分少量。粘性強い。締まり非常に硬        

　　　　　　　　 い。西側は粘性ややあり、締まり硬い。

114．灰黒褐色土　ローム粒微量。砂粒やや多い。酸化鉄分多い。締まり硬い。

115．灰黒褐色土　ローム粒含む。Ⅲ層土似の粘性土含む。酸化鉄分少量。粘性あり。締まり硬い。115層に似る。

116．黒褐色土　Ⅲｂ層土似のくすんだ粘性土主体。ローム粒少量。酸化鉄分微量。粘性やや強い。締まり硬い。

117．115層と同じ。

118．黒褐色土　ローム粒少量。酸化鉄分少量。粘性あり。締まり硬い。

119．黒褐色土　ローム粒少量。粘性あり。締まり硬い。

120．灰黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロック少量。黒色土粒含む。砂粒含む。酸化鉄分含む。粘性あり。締

　　　　　　　　 まり非常に硬い。

121．灰黒褐色土　ローム粒少量。砂粒混入。粘性あり。締まり硬い。

122．120層と同じ。

123．酸化した鉄分からなる。ローム粒多い。砂流含む。黒色土粒含む。非常に硬い。

124．黒褐色土　ローム粒少量。粘性あり。締まり硬い。

125．黒褐色土　黒色土とⅢ層土似の暗褐色土混入。ローム粒微量。粘性あり。締まり良い。

126．黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロック微量。黒色土粒少量。酸化鉄分混入。粘性ややあり。締まり良い。

127．暗褐色土　ローム微粒含む。粘性土含む。粘性あり。締まり良い。砂粒含む。

128．黒褐色土　Ⅲｂ土似のブロック状の粘性土からなる。酸化鉄分少量。粘性強い。締まり非常に硬い。

129．黒褐色土　ローム粒少量。粘性ややあり。締まりあり。

130．灰黒褐色土　ローム粒やや多い。ロームブロック微量。Ⅲ層土似のくすむブロック状粘性土やや多い。粘性

　　　　　　　　 あり。締まり硬い～非常に硬い。

131．灰黒褐色土　ローム粒含む。黒色土粒少量。砂粒含む。粘性ややあり。締まり硬い。

132．黒褐色土　ローム粒極微量。Ⅲｂ層土似の粘性土からなる。砂粒混入。粘性強い。締まり硬い。

133．黒褐色土　Ⅲｂ層土似の粘性土主体。粘性強い。締まり非常に硬い。

134．灰黒褐色土とローム粒・黒色土粒多く含む砂層の互層。粘性ややあり。締まりやや硬い。

135．灰黒褐色土　Ⅲ層土似のくすんだ粘性土主体。砂粒混入。粘性強い。締まりやや硬い。

136．黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロック微量。黒色土含む。砂粒混入。粘性弱い。締まりやや硬い。

137．灰黒褐色土  ローム粒少量。黒色土粒少量。粘性あり。締まりやや硬い。

138．灰黒褐色土　ローム粒含む。ローム粗粒・黒色土粒一部含む。砂層との互層。粘性あり。締まりやや硬い。

139．灰黒褐色土　ローム粒多い。黒色土粒含む。砂粒層あり。粘性やや弱い。締まりやや硬い。

140．灰黒褐色土　ローム粒少量。砂粒混入。粘性やや強い。締まりやや硬い。

141．黒褐色土　ローム粒微量。粘性ややあり。締まり良い。

142．灰黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロック少量。黒色土粒含む。砂粒混入。灰黒褐色粘性土含む。粘性や

　　　　　　　　 やあり。締まりやや硬い。

143．灰黒褐色土  Ⅲ層土似のくすんだ粘性土主体。ローム粒微量。砂粒混入。粘性強い。締まりやや硬い。

144．黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロック少量。黒色土粒含む。砂粒混入。Ⅲ層土似の粘性土含む。粘性や

　　　　　　　 やあり。締まり良い～やや硬い。

145．灰黒褐色土　Ⅲｂ層土似のくすんだブロック状の粘性土主体。粘性強い。締まり硬い～非常に硬い。

146．黒褐色土　Ⅲa～ｂ層土似の粘性土からなる。ローム粒微量。粘性強い。締まり良い。

147．黒褐色土　ローム粒多い。黒色土粒含む。砂粒混入。酸化鉄分多い。粘性やや弱い。締まりやや硬い。

148．灰黒褐色土　Ⅲｂ層土似のくすんだ粘性土主体。ローム粒・ロームブロック極微量。粘性強い。締まり硬い。

149．灰黒褐色土　Ⅲｂ層土似のくすんだ粘性土主体。ローム粒極微量。粘性強い。締まり非常に硬い。

150．黒褐色土　ローム粒微量。Ⅲｂ層土混入。粘性あり。締まり良い。

150’150層と同じ。

151．灰黒褐色土　ローム粒多量。ロームブロック少量。黒色土粒～ブロック含む。砂粒混入。粘性ややあり。締

　　　　　　　　りやや硬い。

【柱穴：152～154】

152．灰暗褐色土　ローム粒多い。ロームブロック少量。黒色土微量。粘性あり。締まり硬い。

153．黒褐色土　ローム粒多い。ロームブロック少量。黒色土粒やや多い。粘性ややあり。締まりやや硬い。

154．灰褐色土　粘性土。粘性強い。締まり硬い。

155．黒褐色土　ローム粒少量。粘性ややあり。締まりあり。

156．灰褐色土　粘性土。粘性強い。締まり硬い。

157．灰黒褐色土層とローム層の互層。ローム粒多い。粘性強い。締まり硬い。

158．灰黒褐色土　灰黒褐色粘性土からなる。酸化鉄分含む。粘性強い。締まり非常に硬い。

159．灰暗褐色土　灰暗褐色粘性土からなる。粘性強い。締まり非常に硬い。

160．黒褐色土　ローム粒含む。酸化鉄分含む。粘性ややあり。締まり良い。

161．黒褐色土　Ⅲｂ層土の崩れのような粘性土。ローム粒極微量。粘性やや強い。締まり良い。

162．黒褐色土　ローム粒極微量。粘性ややあり。締まりややあり。

163．128層と同じ。

164．黒褐色土　黒色土粒少量。Ⅲｂ層土含む。粘性ややあり。締まり硬い。
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写真 48　トレンチ全景（西から） 写真 49　掘り込み D 断面（北から）

写真 50　SD427 断面（北から） 写真 51　SD428 断面（北から）

№ 種別 製品の特徴

１
須恵器

坏

法量　口径－/器高(1.8)/底径(((5.7)))　成形・整形　体部は緩やかに立ち上がる。底部回転
糸切。　遺存状況　底部1/3　焼成　良好　色調　灰褐色　胎土　砂粒・骨針含み緻密。　出土
位置　表土　備考　南比企窯　遺物番号PK01

２
須恵器

坏

法量　口径((10.8))/器高3.1/底径((6.4))　成形・整形　体部は緩やかに立ち上がり、底部外
面回転糸切。　遺存状況　底部1/4　焼成　良好　色調　灰褐色　胎土　砂粒・骨針含む。　出
土位置　攪乱　備考　南比企窯産　遺物番号PK02

３
土師質土器

坏

法量　口径((10.8))/器高3.1/底径((6.4))　成形・整形　体部は緩やかに立ち上がり、底部外
面回転糸切。　遺存状況　底部1/3　焼成　普通　色調　橙褐色　胎土　砂粒少量含む。　出土
位置　表土　遺物番号PL01

４
古代瓦
男瓦

法量　狭端－/広端－/全長(13.5)/厚み2.5　成形・整形　素材：－　凹面：布目27×22、絞り
痕あり。　凸面：ナデ　側端面：ヘラ削り　焼成　良好　色調　暗灰色　胎土　砂粒・骨針含
む。　出土位置　SX350　遺物番号KC01　産地　南比企窯

５
古代瓦
女瓦

法量　狭端－/広端－/全長(15.5)/厚み2.3　成形・整形　素材：－　凹面：布目27×25、ナデ
凸面：格子叩き　側端面：ヘラ削り　焼成　良好　色調　明灰色　胎土　砂粒・雲母含む。
出土位置　表土　遺物番号KD01

第 16 表　MK Ⅳ－ 699 遺物観察表

国分寺崖線下という立地であり、崖線上からの雨水等の排水のために規模を大きくした。硬質層については

道路に伴う路面や国分寺崖線の下の湿地帯である立地に対する特別な道路の設えや、別のなんらかの構造物

（地業遺構等）である可能性も指摘される。本調査区の北側で実施した既往調査では、東山道武蔵路延長線

上で石敷きとその下層に硬質層が検出されており、関連について検討を進める必要がある。東山道武蔵路は

泉町二丁目地区（国分寺崖線上）において、７世紀後半から 11 世紀初頭までの４時期の変遷が確認されて

いる。今回確認された溝跡や掘り込み硬質層などの遺構が東山道武蔵路の変遷の中でどの時期にあたり、ど

のような機能を果たしていたのか、また遺構の性格についてまだ明確ではない点が多く、今後の課題である。
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図 版 1 図 版 1

第　回　武蔵国分寺跡第 699 次調査出土遺物（1）

No.4.5
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武蔵国分寺跡第 699 次調査出土遺物（1）
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写真 52　出土遺物写真

第 57 図　出土遺物実測図
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　　　　第 58 図　K20 －５調査地点位置図

（３）殿ヶ谷戸北遺跡第５次調査
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第　図　Ｋ20-５　調査地全体図（1/250）第 59 図　K20 －５調査区全体図

所在地

調査原因

調査期間

調査面積 73.50㎡ 遺物箱数 １箱

検出遺構

主な遺物  石器・礫

 ST１
 SR2～5

 平成25年５月９日～６月７日

 確認調査

 国分寺市南町１－９－15
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石器

礫

SR2

SR3

SR4

SR5

ST1

５ｍ０

０ １ｍ

（プラン）

(エレベーション）
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第　図　Ｋ20－５　調査地全体図及び遺物出土状況・接合関係図（1/125,1/60）
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第 60 図　調査区全体図及び遺物出土状況・接合関係図
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写真 53　Ｃトレンチ全景（東から） 写真 54　Ａトレンチ遺物出土状況（東から）

写真 55　Ａトレンチ遺物出土状況（西から） 写真 56　Ａトレンチ全景（東から）

　調査区は殿ヶ谷戸北遺跡（№ 20）に該当する。遺跡の西側にあたり国分寺崖線がやや北側に抉りこむ武

蔵野段丘斜面に所在する。先述した殿ヶ谷戸北遺跡第 6 次調査区の南側に隣接する。当該地は特に旧石器

時代の遺構・遺物が存在する可能性があるため，住宅掘削部分を中心に，発掘調査を行った。調査面積は

73.50㎡である。現地調査は平成 25 年５月９日～６月７日に実施した。

　調査区内は，当初 A ～ D の４箇所のトレンチを設定し，現地表面下約 40 ｃｍの深さで，調査を実施した。

表土中より礫片が検出されたことから，調査の進行状況に応じてトレンチの拡張を行い，最終的には一体の

調査区として確認を行った。縄文時代の遺構・遺物は未検出であるが表土中より縄文時代中期の阿玉台期の

土器が１点出土した。旧石器時代の調査は最深部でⅨ a 層まで実施し， Vb 層中より礫群４基（SR ２～５）。

Ⅸ a 層中より石器集中地点 1 基（ST １）が検出された。礫群４基（SR ２～５）を構成する礫はいずれも良

く焼けている。礫群の間からはチャートの砕片（第 60 図２・３、写真 61 －２・３）と黒曜石の砕片（第

60 図４～６、写真 61 －４～６）が出土している。いずれも砕片であり，定型的な石器はもとより，石核

や石器の素材となる剥片は出土していない。また先述した殿ヶ谷戸北遺跡第 6 次調査区でも同様にⅤｂ層

中より礫群が検出されているが，黒曜石は出土していない。地点によって黒曜石の搬入状況に差があると推

測される。

　ST1 石器集中地点はチャートの剥片で構成されており，叩き石（第 60 図７、写真 61 －７）および台石（第

61・62 図８・９、写真 61 －８・９）とも考えられる大型の礫器が出土した。またこれらの礫器と接する

ように 1 個体の母岩に接合される打ち割られたチャート（第 63 図 10 ～ 16、写真 61 － 10・写真 63 －
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写真 57　Ｂトレンチ遺物出土状況（南から） 写真 58　拡張区遺物出土状況（南から）

写真 59　拡張区遺物出土状況（西から） 写真 60　拡張区遺物出土状況（西から）

11 ～ 16）が出土した。母岩の割り方に規則性はなく，無作為に打ち割られておりそれぞれの剥片にも加工

の痕跡は認められなかった。これらの石器は一か所にまとまって出土しており，母岩と叩き石，台石といっ

た石器製作の道具箱的な痕跡が認められる。しかしながら剥片類や定型的な石器は検出されず，どのような

石器が製作されたかは明らかではない。
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1　K20-5　FL01

2　K20-5　FL02

3　K20-5　FL03 4　K20-5　FL04

5　K20-5　FM01 6　K20-5　FM02

7　K20-5　FN02

５cm０

第　図　出土遺物実測図 １（１／２）

第 61 図　出土遺物実測図（１）
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8　K20-5　FR01

５cm０

第 62 図　出土遺物実測図（２）

9　K20-5　FR02

５cm０

第 63 図　出土遺物実測図（３）
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挿図
写真

遺物番号

種別
細分類

重量 遺存
状態

石材

第60図1
写真61‐1

剥片
砂岩

第60図2
写真61‐2

剥片
(不定形)

チャート

第60図3
写真61‐3 剥片 チャート

第60図4
写真61‐4 剥片 黒曜石

第60図5
写真61‐5 砕片 黒曜石

第60図6
写真61‐6 砕片 黒曜石

第60図7
写真61‐7 叩き石 完形 砂岩

第61図８
写真62‐8 台石 完形 砂岩

第62図9
写真62‐9 台石 完形 砂岩

第63図10
写真61‐

原材
ほぼ完
形

チャート

第63図11
写真63‐

原材 チャート

第64図12
写真63‐

原材 チャート

第64図13
写真63‐

原材 チャート

第64図14
写真63‐

原材 チャート

断面は平円形で平面
は楕円形。礫皮面を
残し、分割後の剥片剥
離は行われていない。

断面はレンズ状を呈す
る。平面形は隅丸の方
形。全体に被熱し、赤
化している。

６片からなる接合体で
あり、ほぼ完形に復元
された。楕円形を呈
し、全面に礫皮面に覆
われている。

断面台形で、縦長の
剥片。打面は平坦打
面で先端部は尖る。

逆台形を呈するやや
分厚い剥片。裏面に
主剥離面を残し、表面
に2本の稜線を残す。

やや分厚い縦長剥
片。左側縁上部に連
続する微調整が施さ
れているように見える
が、判然としない。

断面は台形を呈し、や
や歪んだ円形。裏面
に主剥離面を残す。

断面は分厚い台形
で、平面は三角形状。
底辺端部はわずかに
敲打痕がある。

断面はやや歪んだ逆
三角形で、平面形は
長楕円形を呈する。全
体に被熱し赤化してい
る。

逆三角形を呈するや
や薄手の剥片。裏面
に主剥離面を残す。

断面は扁平な三角形
で平面形はやや歪ん
だ三角形。分割後の
剥片剥離は行われて
いない。

断面はやや歪んだレ
ンズ状の小破片。

断面はひし形を呈し平
面形は長方形の小破
片。

Ⅴｂ層
薄く鋭利で横長の砕
片。裏面に主剥離面
を残す。

Ⅴｂ層

Ⅴｂ層

出土位置
最大長 最大幅 最大厚

Ⅴｂ層

備考

第 17 表　K20 －５遺物観察表（旧石器時代）
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11　K20-5 FY01-1

10　K20-5　FY01

５cm０

第　図　出土遺物実測図 ４（１／２）第 64 図　出土遺物実測図（４）
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12　K20-5 FY01-2

13　K20-5 FY01-3

14　K20-5 FY01-4

５cm０

第　図　出土遺物実測図 ５（１／２）

第 65 図　出土遺物実測図（５）

第 18 表　K20 －５遺物観察表２（旧石器時代）

図面
図版

遺物番号

種別
細分類

重量 遺存
状態

石材

写真63‐
原材 チャート

写真63‐ 原材 チャート

両端に礫皮面を残し、
上・下両端からの剥離
痕が認められるが、石
器素材となる剥片を剥
離した痕跡は認められ
ない。

断面はやや分厚いレ
ンズ状を呈し平面形は
半円形。全方向から幅
狭の剥離痕が認めら
れるが、石器素材とな
る剥片を剥離した痕跡
は認められない。

出土位置
最大長 最大幅 最大厚

備考
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10　K20-5 FY01

7　K20-5 FN027　K20-5 FN02

6　K20-5　FM025　K20-5 FM01
4　K20-5 FL04

3　K20-5 FL032　K20-5 FL02

1　K20-5 FL01

第　図　出土遺物写真 １

写真 61　出土遺物写真（１）
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8　K20-5 FR01

9　K20-5 FR02

第　図　出土遺物写真 ２

写真 62　出土遺物写真（２）
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16　K20-5 FY01-6

15　K20-5 FY01-5

14　K20-5 FY01-4

13　K20-5 FY01-3

12　K20-5 FY01-2

11　K20-5 FY01-1

第　図　出土遺物写真 ３写真 63　出土遺物写真（３）
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　　　　第 66 図　K29 －２調査地点位置図

（４）№ 29 遺跡第２次調査

写真 64　遺物出土状況（東から）

ＪＲ　中央線

調査範囲

隣地境界線

鉄道敷地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線
　

隣地

隣地

隣地

.

   762
(-31524)

   764
(-31528)

   766
(-31532)

   768
(-31536)

   770
(-31540)

   772
(-31544)

   774
(-31548)

   DDV

(-33192)

   DDX

(-33196)

   DEA

(-33200)

   DEC

(-33204)

   DEE

(-33208)

   DEG

(-33212)

   DEI

(-33216)

   DEK

(-33220)

４ｍ０

第　図　Ｋ29-２　調査地全体図（1/300）

第 67 図　K29 －２調査区全体図

表土

表土＋Ⅳ

Ⅴa

Ⅴb

Ⅵ

Ⅶ

Ｋ29-２　調査区土層柱状図（1/40）

71.000
Ｅ Ｗ

70.000

第 68 図　土層柱状図

　調査区は№ 29 遺跡に該当する。遺跡のほぼ

中央部にあたり国分寺崖線が張り出した武蔵野

段丘斜面に所在する。当該地は散布地として周

知されており、特に旧石器時代の遺構・遺物が

存在する可能性があるため、駐車場として削平

される部分について発掘調査を行った。

　調査面積は 8.59㎡である。現地調査は平成

26 年３月 11 日～３月 25 日に実施した。調査

区内は地表面下約 60 ｃｍの深さで基本層序Ⅲ

層を調査し、縄文時代の遺構・遺物は未検出で

ある。旧石器時代は IV 層からⅦ層まで掘削し、

Ⅴ層中より焼けた砂岩の原石 1 点（第 68 図１、

写真 65 －１）が出土したが、遺構・石器は検

出されなかった。

調査原因

調査期間

調査面積 8.59㎡ 遺物箱数 １箱

検出遺構

主な遺物

 なし

 礫

 国分寺市南町１－14

 確認調査

 平成26年３月11日～３月25日
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1　K29-2 FY01

５cm０

第　図　出土遺物実測図（１/２）

1　K29-2 FY01

第　図　出土遺物写真

第 69 図　出土遺物実測図

写真 65　出土遺物写真

第 19 表　K29 －２遺物観察表（旧石器時代）

挿図
写真

遺物番号

種別
細分類

重量 遺存
状態

石材

第68図1
写真65‐1 原材 欠損 安山岩

断面やや歪んだ台形
で平面形は隅丸の三
角形。被熱のため赤
化している。

備考

Ⅴｂ層

出土位置
最大長 最大幅 最大厚
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第３章　まとめ

　平成 25 年度調査は個人住宅建設に伴う事前調査および民間開発事業に伴う確認調査を含めて 11 地区で

あり、総調査面積は 575.83㎡であり前年と比してやや減少傾向にあった。しかしながら調査された時代を

見ると、旧石器時代Ⅸ層段階・Ⅴ層段階、縄文時代早期・中期、古代・中世にいたるまで各時代に及んでお

り、それぞれ特徴的な遺物・遺構が発見された。ここでは主な調査について下記にまとめる。

旧石器時代

　多摩蘭坂遺跡（№７遺跡）1 地区，殿ヶ谷戸北遺跡（№ 20 遺跡）2 地区、№ 29 遺跡 1 地区で調査を行っ

た。多摩蘭坂遺跡では谷底を調査し、石器は出土しなかったものの浅い谷が遺跡のほぼ中央を分断するかの

ように切り込んでいることが分かった。殿ヶ谷戸北遺跡では、これまで当該遺跡では出土例がなかったⅨｂ

層中より石器集中地点が検出され、さらにそこが母岩を打ち割った現場と考えられるような出土状況が認め

られた。Ⅴｂ層中より検出された礫群は、当該遺跡では比較的普遍的に認められるやや散漫な形状である。

ただし黒曜石が入る礫群と入らない礫群があり、黒曜石の搬入状況に差があると推測された。これらの調査

地区からは定型的な石器が 1 点も出土しておらず、きわめて短期的な居住地であった可能性も指摘されよう。

№ 29 遺跡では焼けた礫が 1 点のみ出土しており、あるいは近傍に礫群が存在する可能性もある。

縄文時代

　恋ヶ窪遺跡（№２）1 地区、殿ヶ谷戸遺跡（№ 21）2 地区で調査を行った。恋ヶ窪遺跡ではいわゆる環

状集落の西辺の住居の分布が確認された。部分的な調査であることから住居の全容は明らかではないが、い

わゆる環状集落が形成される時期の勝坂期の土器が出土していないことから、集落が形成される初期の住

居の可能性がある。殿ヶ谷戸遺跡では、特に第 15 次調査地区において早期の田戸上層期土器片が出土し

た。これまで該期の遺跡は武蔵国分寺跡北方地区が主体となると考えられていたが（国分寺市遺跡調査会

2005）、今次調査の成果から濃淡に差はあるものの国分寺崖線に沿って田戸上層期の遺跡が展開する可能性

を示した。また，中期の貉沢期土器群についても、一か所に集中する例は国分寺市内では少なかったことか

ら該期の遺跡が周辺に存在する可能性が指摘される。

古代・中世

　武蔵国分寺跡（№ 10・19）4 地区で調査を行った。ここでは第 695 次調査地と第 699 次調査地につい

てまとめる。武蔵国分寺の伽藍地東辺部にあたる第 695 次調査地点では、まず、昭和 53 年度に実施した

第 87 次調査の成果を裏付けるように、大型掘立柱建物 SB87 の全容が判明することとなった。SB87 は桁

行５間×梁行２間の身舎とその西側に庇を伴う格式の高い建物跡で、建物の規模はもとより個々の柱穴の規

模も大きく、前回の調査では柱穴の堆積土層の切りあい関係を観察した結果、建て替えをしながも８世紀後

半から 10 世紀代の長期にわたって営まれた建物と想定されていた。今回の調査で身舎東側の柱列を検出し、

87 次調査と合わせて建物の全体の形状こそ判明したものの、確認調査という目的もあってプランの確認に

留めており、時期等の詳細な手がかりは得られなかった。この他、掘立柱建物・竪穴住居等も至近に分布す

る状況が確認された。これらの遺構は、調査終了後に、遺構保護のため砂を被せた状態で埋め戻しを行って

いる。

　また、予想外の成果として、古代武蔵国分寺の中枢部に程近い当該地で、中世の土地利用の一端を掴めた
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事実がある。墓壙とピット数基という限られた情報ではあるが、墓壙に六道銭として副葬された銭貨（永楽

通寶）の存在から 15 世紀以降の所産であることが明らかである。これまで武蔵国分寺界隈での中世の考古

学的情報は、尼寺北方の伝鎌倉街道・祥応寺跡（福田 1996・97）や JR 西国分寺駅付近の恋ヶ窪廃寺跡・

武蔵国分寺北方地区に偏って得られており（有吉 1986・板倉 2006 等）、僧寺伽藍中枢域近辺での発掘情

報は極めて少なかった。また、中世墓出土の人骨についても、人類学的見地から分析を加えたのも武蔵国分

寺北方地区に次いで２例目となった（パリノ・サーヴェイ株式会社 2006）。未だ資料は少ないが、そのよ

うな意味では古代寺院としての武蔵国分寺の変容をうかがう貴重な資料が得られたものと思われる。

　第 699 次調査は、国分寺崖線際における東山路武蔵路の位置・規模・構造等の状況を把握する目的で行っ

た確認調査である。調査地点から北へ約 20 ｍ離れた地点では、昭和 58 ～ 59 年度に武蔵国分寺跡第 37 次

調査として公共下水道敷設に伴う発掘調査を行っており、そこでは東西両側溝を伴う通有の道路状遺構では

なく、石敷面（SX28）とその下部の硬質面及びその掘り込み（SX29）で構成される特殊遺構（SX28・29

道路状遺構）が発見された（国分寺市遺跡調査会 1998）。当時の調査所見によると、SX28 は幅６ｍ前後で

礫と瓦の破片が敷かれた道路の路面、SX29 の硬質面は幅 15 ｍ以上あり、更に調査区の東側へ延長していた。

覆土は酸化鉄とローム粒子を多量に含む粘性の乏しい硬質な土が主体で、下部の掘り込みは最深１ｍで不連

続の土坑状を呈していたが、東西両側溝に特定出来る溝は確認されていなかった。なお、SX28・29 道路状

遺構自体は地中保存され、下水道はその下位を通過する形で敷設されている。今回の調査は、この第 37 次

調査成果を受けて、至近地で崖線際の東山道武蔵路の状況をさらに探るべく、地権者の御協力を得て東山道

武蔵路が通過することが予測される範囲に、東西18ｍ×幅２ｍのトレンチを設定して実施した。その結果は、

第２章第３節（２）で触れたとおりで、X28・29 と類似する礫・瓦敷きの遺構は検出されず、東西に約 12

ｍの距離を隔てた並走する溝と、その間に形成された硬質面が発見された。周辺域での一般的な東山道武蔵

路のイメージに近い道路状遺構といえるが、細部で観察すると、側溝（SD427・428）の規模はいずれも上

面幅で約２ｍ、深さも１ｍ以上に及び、側溝間の路面はあたかも寺院版築を思わせるような硬質面が幾重に

も重畳した形である点が特筆される。また、SD427・428 の間には平面的検出こそ叶わなかったが、小規

模な溝状の掘り込みが複数箇所で確認され、時期を違えた側溝の造作である可能性も考えられる。第 37 次

調査で発見された SX28・29 の広がりは、結局のところ第 699 次調査区との間で終結していることとなるが、

こうした至近地で道路の構造や様相が大きく変換することは、崖線際における道路築造の技術的観点からも

興味深い現象といえるだろう。

　最後になりましたが、本書に収載した個々の緊急発掘調査にあたっては、地権者の皆様ならびに施工業者

様のご理解とご協力なくしては到底実現し得なかったものです。調査に関係されました皆様には、改めて感

謝の意を表します。



81

〔参考文献〕

有吉重蔵 1986「国分寺市域における中世遺跡」『国分寺市史　上巻』国分寺市

板倉歓之 2006「第４章　小結　第１節　歴史時代」『武蔵国分寺跡発掘調査概報 33 －北方地区・西国分寺

　駅東地区第一種市街地再開発事業に伴う調査－』国分寺市遺跡調査会

金子　智 1996「江戸遺跡出土資料に見る近世軒平瓦・軒桟瓦の地方色」『古代』第 101 号　早稲田大学考

　古学会

金子　智 2006「第８章　考察編　第１節　瓦類の様相」『東京都千代田区有楽町二丁目遺跡』有楽町駅前

　第１地区市街地再開発組合

上敷領久 1994「Ⅵ　小結」『武蔵国分寺跡発掘調査概報ⅩⅩ』国分寺市遺跡調査会

国分寺市遺跡調査会 1998『武蔵国分寺跡発掘調査概報ⅩⅩⅡ』

国分寺市遺跡調査会 2005『武蔵国分寺跡発掘調査概報 30 －（仮称）国分寺プロジェクト計画工事に伴う

　調査―』

国分寺市遺跡調査会・国分寺市教育委員会 2014『国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡－平成 24 年

　度保存整備事業に伴う事前遺構確認調査－』

津山正幹・大嶋一人他 1996『国分寺市の民家』国分寺市教育委員会

パリノ・サーヴェイ株式会社 2006「武蔵国分寺跡出土骨について」『武蔵国分寺跡発掘調査概報 33』

福田信夫 1996『武蔵国分尼寺Ⅲ－平成６年度発掘調査概報－』国分寺市教育委員会

福田信夫 1997『武蔵国分尼寺Ⅳ－平成７年度発掘調査概報－』国分寺市教育委員会

依田亮一 2013「西元町三丁目所在旧家（金子家）の文化財調査」『武蔵国分寺跡資料館だより』第 15 号　

　武蔵国分寺跡資料館



ふ り が な

書 名

編 著 者 名

編集・発行機関

所 在 地

発 行 年 月 日

規 格 ／ 部 数

資 料 の 保 存
問い合わせ先

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 28′ ～

東元町
ひがしもとまち

28.7″ 32.4″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 28′ ～

西元町
にしもとまち

21.0″ 03.6″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

42′ 28′ ～

西
にし

恋ヶ窪
こ い が く ぼ

08.8″ 08.9″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 27′ ～

内藤
ないとう

42.8″ 22.1″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

古代

縄文時代

コード

平成27（2015）年３月31日

A4判横組1段　47文字×37行　100頁／300部

個人宅造

個人宅造

古代

10・19

個人宅造

調査原因

旧石器
時代

 なし

調査期間

特記事項

調査面積
　　㎡

調査面積
　　㎡

調査原因

特記事項

コード
調査期間

調査面積
　　㎡

調査原因

主な遺構 特記事項

個人宅造10・19

主な遺構 特記事項

　
小穴１基  なし

国分寺市教育委員会　教育部　ふるさと文化財課
〒185-0023　東京都国分寺市西元町1－13－10　武蔵国分寺跡資料館内
TEL：042-300-0073　FAX：042-300-0091 E-mail：bunkazai@city.kokubunji.tokyo.jp

コード
調査期間

調査面積
　　㎡

調査原因

抄録

へいせい25ねんどこくぶんじしまいぞうぶんかざいちょうさねんぽう

平成25年度国分寺市埋蔵文化財調査年報

上敷領　久・中道　誠・依田亮一・河野礼子・梶ヶ山真里

国分寺市遺跡調査団（団長:坂誥秀一）・国分寺市教育委員会

〒185-0023 東京都国分寺市西元町１-13-10　武蔵国分寺跡資料館内　TEL 042-300-0073

武蔵
むさし

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

（第696次）

武蔵
む さ し

国分寺
こ く ぶ ん じ

跡
あと

（第697次）

恋ヶ窪
こ い が く ぼ

遺跡
い せ き

（K2-93-1.2）

多摩
た ま

蘭
らん

坂
ざか

遺跡
いせき

（K7-12）

主な遺構

 なし  なし

竪穴住居１軒  縄文土器

 なし

主な遺構

コード
調査期間



ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 29′

南町
みなみちょう

59.5″ 12.8″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 29′ ～

南町
みなみちょう

57.3″ 06.4″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 29′ ～

南町
みなみちょう

52.9″ 01.9″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 28′ ～

西元町
にしもとまち

34.3″ 26.7″

種別 主な時代 主な遺物

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

41′ 28′ ～

西元町
にしもとまち

32.5″ 08.4″

種別 主な時代 主な遺物

旧石器
時代

コード
調査期間

主な遺構

 縄文土器

縄文時代  なし

古代

溝２条
道路跡１条
性格不明遺構１基
小穴１基

須恵器
土師質土器
瓦

コード

集落跡
道路跡

殿ヶ谷
と の が や

戸
と

北
きた

遺跡
いせき

（K20-6-1.2）

殿ヶ谷
と の が や

戸
と

遺跡
いせき

（K21-14）

集落跡
道路跡

殿ヶ谷
と の が や

戸
と

遺跡
いせき

（K21-15）

武蔵
むさし

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

（第695次）

武蔵
むさし

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

（第699次）

調査原因

主な遺構 特記事項

 石器

個人宅造

コード
調査期間

調査面積
　　㎡

コード
調査期間

主な遺構

縄文時代  なし

調査面積
　　㎡

調査原因

特記事項

調査面積
　　㎡

特記事項

幅12ｍの東山道武蔵路跡
を検出。側溝は僧寺寺院
地西側区画溝としての性
格を合わせ持つと想定さ
れる。

土師器
須恵器
土師質土器
陶製品
瓦塼類
銭貨
骨

主な遺構

調査原因

個人宅造

太衆院に比定される大型
掘立柱建物の全形が判
明。武蔵国分寺伽藍地内
では初めての中世墓を発
見。

調査面積
　　㎡

調査原因

 縄文土器
 石器

調査期間
調査面積
　　㎡

調査期間

特記事項

①20130708
～20130731
②20131111
～20131119

個人宅造

10・19

学術目的

主な遺構

 礫群

２箇所

古代

10・19

コード

特記事項

掘立柱建物３棟
竪穴住居４軒
土坑４基
土坑墓６基
性格不明遺構10基
小穴多数

調査原因

賃貸住宅
建設



ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

42′ 29′ ～

南町
みなみちょう

00.1″ 12.4″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

ふりがな ふりがな 北緯 東経

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″

東京都
とうきょうと

35° 139°

国分寺市
こ く ぶ ん じ し

42′ 29′ ～

南町
みなみちょう

00.8″ 05.5″

種別 主な時代 主な遺物

集落跡

道路跡

旧石器
時代

調査原因

主な遺構

コード
調査期間

駐車場建設

主な遺構 特記事項

 なし

特記事項

調査期間

 礫

 石器集中部１箇所
 礫群４箇所

石器・礫

調査面積
　　㎡

調査原因

集合住宅
建設

調査面積
　　㎡

№.29遺跡
いせき

（K29-2）

旧石器
時代

コード

殿ヶ谷
と の が や

戸
と

北
きた

遺跡
いせき

（K20-5）

平成 25年度　国分寺市埋蔵文化財調査年報

 　　　　　　　　発　行　日 　平成 27年（2015）３月 31日

 　　　　　　　　編　著　者 　国分寺市教育委員会・国分寺市遺跡調査会
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   　　　　　　　　〒 185－ 0023　東京都国分寺市西元町１－ 13－ 10
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